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４月１日現在

人 の う ご き

　新緑が芽吹き、さわやかな季節になりました。市
内では農家の皆さんが、田植えの準備作業に大忙し
です。田んぼのあちらこちらで田植え機のエンジン
音が聞こえてきます。植えられたばかりの稲の苗は
まだ頼りなさ気でしたが、暑い夏を乗り越え、たく
ましく育っていきます。

家 族総出で田植え
農繁期を迎え田植え始まる

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,216 人　 （− 248）
　男　　19,673 人　 （− 142）
　女　　23,543 人　 （− 106）
世帯数　19,092 戸　 （−  22）

税の種類 期　　別
固 定 資 産 税 ・
都 市 計 画 税 全期・１期

口 座 振 替 日 ５月27日（月）
納 付 書 で の 納 期 限 ５月31日（金）

      

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎�2111（内線232）

指宿地域
５月1日～２日	 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉔3538）
　　３日		  ㈱丸善産業　 ☎㉕5200
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉕2222）
　　４日		  ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　５日		  ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
　　６日		  ㈱九水　　　 ☎㉕5773
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉒6603）
　　７日～12日	 中村設備　　 ☎㉒3013
　　13日～19日	 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　20日～26日	 ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　27日～６月２日	 ㈱西園組　　 ☎㉕2517

山川地域
５月１日～15日	 西設備　　　 ☎㉞1176
５月16日～31日	 ㈲東水道工務店☎㉟2447
６月		  ㈲前田電気　 ☎㉟9239

開聞地域 
５月		  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227
６月		  ㈲中村組　　 ☎㉜2228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

薬局名 電話番号

５月３日（金） イブスキ薬局
わたせ薬局

☎㉔4516
☎㉒4793

５月４日（土） なのはな薬局 ☎㉔1111
５月５日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

５月６日（月） チェリー調剤薬局
かいもん・トミタ薬局

☎㉔3705
☎㉜5234

５月12日（日） なのはな薬局
しのはら薬局

☎㉔1111
☎㉟2757

５月19日（日） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152

５月26日（日） 南九州薬局指宿店
三愛調剤薬局

☎㉓4689
☎㉔4715

６月２日（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

歯科医療機関名 電話番号
５月３日（金） ひばり歯科クリニック ☎㉗6288
５月４日（土） まつもと一広歯科医院 ☎㉕4618
５月５日（日） むこよし歯科医院 ☎㉔3151
５月６日（月） 開聞歯科医院 ☎㉜4721

※かかりつけ歯科医が不在のときは、当番歯科医を利用してください。
※通常の日曜・祝日は、かかりつけ歯科医もしくは県歯科医師会館
　口腔保健センター（☎099-223-0378）を利用してください。

長期休日当番歯科医（診療時間９時～12時）

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

月日

月日

項目

項目

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康	
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

医療機関名（診療科） 電話番号

５月３日
（金）

【外科】木之下クリニック（旧木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック）
【内科】指宿浩然会病院（※）

☎㉓3940
☎㉒3295

５月４日
（土）

【外科】今林整形外科病院
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉒2710
☎㉟0101

５月５日
（日）

【外科・内科】指宿医療センター
（旧国立病院機構　指宿病院） ☎㉒2231

５月６日
（月）

【外科】生駒外科医院
【内科】宮薗病院（※）

☎㉒3059
☎㉜2001

５月12日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】橋口医院

☎㉗1177
☎㉟0022

５月19日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】指宿おおしげ内科（※）

☎㉖2101
☎㉓0788

５月26日
（日）

【外科】田畑クリニック（※）
【内科】指宿さがら病院

☎㉔5131
☎㉒3079

６月２日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】濵田洋一郎医院

☎㉒2231
☎㉜2614

月日 項目
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大
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弘 

氏

（
弥
次
ヶ
湯
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歳
）

　地域福祉に貢献することを目指して、昭和59年７月に社会福祉法人向徳会を設立し、
昭和60年４月に特別養護老人ホーム徳光苑を開設されました。以来施設長、同法人理
事長を兼任され、社会福祉法人としてその社会的な役割に鑑み、介護保険サービスを
低所得で生計が困難である人についても利用できるよう、利用者負担の軽減対策に取
り組まれてきました。また、地域の高齢者福祉の向上を目指し、在宅生活の相談援助
や具体的支援への連携を図るため、デイサービスセンターと在宅介護支援センターを
開設するなど、地域福祉の向上に貢献されました。

※橋口氏は、療養中により後日表彰伝達を行いました。

下
吹
越　

悦
男 

氏

（
下
吹
越
・
76
歳
）

　昭和36年２月、指宿市消防団（魚見分団）団員を拝命し、平成10年４月に指宿市消
防団副団長を勇退されるまでの約37年間、優れた指導力を発揮し、的確な判断のもと
迅速な消防・防災活動に尽力されてきました。また、その豊富な知識と経験をもって、
消防団の育成強化に努め、訓練等による団員の質の向上を図るとともに、防火広報パ
レードの徹底や年末年始の特別警戒の実施など、防火防災思想の普及にも努めてこら
れました。消防団を退団してからは、魚見分団の消防後援会長として、指宿市消防団
の充実および消防団員の福利厚生の向上に尽力されました。

小
田
口　

郁
雄 

氏

（
大
牟
礼
西
・
74
歳
）

　平成２年10月、旧指宿市議会議員に初当選以来、通算19年３カ月の長きにわたり、
その職責を全うされてきました。会社役員として培われた豊富な知識や経験と、その
優れた政治手腕をもって、市民福祉の向上や産業の振興および地方自治の発展に寄与
されてきました。また、指宿市商工会議所食品工業部会会長や商工会議所副会頭の要
職を兼務する傍ら、議員活動の多くを産業経済部門の行政運営に取り組んでこられま
した。１市２町の合併に当たっては、指宿合併問題調査特別委員会の委員を務められ、
住民が納得する合併となるために、旧市町間の垣根を越えて奔走し、新市の礎を築く
ために惜しみない努力を捧げてこられました。

　内科の中核的病院である指宿浩然会病院の院長として、昭和59年10月から事業開始
した病院群輪番制度に積極的に参加・協力され、地域の救急医療体制の重要な一翼を
担われました。また、学校医として児童・生徒ならびに教職員の疾病予防、定期健康
診断をはじめ、地域住民の生活指導、健康管理・健康教育等を行うなど、地域保健衛
生や公衆衛生の向上にも大きく貢献されました。県内においては、県医師会理事、常
任理事、副会長の要職を務められ、産業保健相談員としても産業医学の分野に従事す
る医師やスタッフからの相談に積極的に応じるなど、県の医療・保健・福祉の発展向
上にも多大な貢献を果たされました。
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。
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乗船寺保育園（指宿市湊一丁目11番５号）☎㉒4407　jmiyachi@lily.ocn.ne.jp

開聞子育て支援センターＫ
キ ッ ズ

ＩＤ’Ｓ【開聞保育園】（指宿市開聞十町2807番地）
☎㉜2270・㉜2100　kaimon@kosodate-web.com

事業名 目的・内容 日　時 場　所

電話相談 子育てに関する悩みなどについてアドバイス 月曜日〜土曜日
10:00 〜 15:00

乗船寺保育園
園の開放 通園していない児童でも自由に参加可能

※親子で遊びに来てください。
月曜日〜土曜日
10:00 〜 15:00

楽しく遊ぼう教室 保育士を派遣した体操や歌、親子遊びなどの出前保育 第２・第４水曜日
10:00 〜 11:00 指宿保健センター

わくわく親子教室 親子で一緒に遊ぶことで、遊び方や遊ばせ方を学ぶ教室 月１回

親子教室 親子遊びや、子どもに関する勉強会・座談会など 月１回

乗船寺保育園
子育て相談 子育ての悩みや発達の遅れなどの相談・療養 第３土曜日

（予約が必要）

子育て講演会 お父さん、お母さんを対象とした子どもの育て方やしつ
け、食育等についての講演会 年１回

子育て支援だより にこにこだよりの発行 毎月

事業名 目的・内容 日　時 場　所

あそぼう、あそぼう 親子での創作活動、わらべうた遊び、体操、読み聞かせ、
季節の行事を取り入れた活動

火曜日 10:00〜12:30 開聞子育て支援センター

水曜日 10:00〜12:30 開聞保健センター

木曜日 10:00〜12:30 山川地域各公民館等

金曜日 10:00〜12:30 開聞保健センター

訪問支援 家庭訪問（家庭における育児支援） 金曜日 午後 子育て中の各家庭

育児相談 子育てについての悩みや困りごとに応じてアドバイス 月〜金 9:00〜16:00
土曜日 9:00〜12:00 開聞子育て支援センター

園庭開放 保育園の庭を開放し砂遊びや遊具遊び 月曜日〜土曜日
10:00 〜 12:00 開聞保育園

子育て講座
子育て講習会
子育て支援者育成
研修会

子育て中の親や子育て支援にかかわるスタッフ、保育マ
マ等を対象とした子育て・福祉・保育界の専門家による
講演と勉強会

毎月開催 開聞保育園 ほか

ミニおたのしみ講座 親子エクササイズ、親子クッキング、親子体操、ミニ手
芸、フラワーアレンジなど

隔月（サークル活動と
併せて開催）

開聞保育園
開聞保健センター

保育園児との交流 運動会や夏祭り、遠足、クリスマス会、もちつきなどの
園行事に参加するふれあい交流

開催時にポスター、お
たよりでお知らせしま
す。

開聞保育園 ほか

広報活動
子育てだよりの発行

毎月 開聞子育て支援センター
子育て家庭へ誕生おめでとうメッセージの発行

問い合わせ先　地域福祉課児童母子福祉係　☎㉒2111（内線273）

地域子育て支援センター
　市では、子育てに関する保護者の不安や悩みなどに対応するため、
２つの保育所で「地域子育て支援センター」を開設しています。
　子どもたちはもちろん、子育て中の保護者同士の出会い、交流、活
動の場として利用されています。気軽にお越しください。
　活動などの詳しい情報は、問い合わせてください。

市
民
表
彰

平成25年
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５
団
体
か
ら
応
募
が
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代
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で
構
成
す
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機
関
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価
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結

果
、
５
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業
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補
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金
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額
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千
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採
択
し
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た
。

　

市
は
、
平
成
25
年
度
２
回
目
提
案
公
募

型
補
助
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
の
企
画
提
案
に

よ
り
、
行
政
と
協
働
で
取
り
組
む
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
な
ど
の
財
源
に
よ
る
他
の
補

助
を
受
け
て
い
る
事
業
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
（
既
存
の
補
助
事
業
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
）。

■
テ
ー
マ

○
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

○
「
砂
む
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
! !
美み
ら
い来

型
湯

治
場
い
ぶ
す
き
」
創
出
事
業

○
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
目
指
す

事
業
（
地
域
力
向
上
事
業
）

○
地
域
食
材
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

■
募
集
期
間

　

５
月
７
日（
火
）〜
31
日（
金
）

■
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
関
係
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
指
宿
市

提
案
公
募
型
補
助
事
業
募
集
要
項
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

要
項
お
よ
び
申
請
書
は
、
市
民
協
働
課

お
よ
び
山
川
・
開
聞
各
支
所
地
域
振
興

課
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
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w

w
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応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

平成25年度１回目提案公募型補助事業の採択事業
№ 事業名 団体名 事業の概要 補助金額

1 よみがえれ虎森 小田千手観音
保存会

　小田地区墓地周辺に埋没している、大円寺およびその開
祖である虎森和尚ゆかりの文化財を回収・調査し、後世に
引き継いでいくための環境整備を行う。

200,000円

2 大山ツアー
（グリーンツーリズム）

大成校区
大山コミュニティ
推進会議
都市部との交流
実行委員会

　大山区において、区出身の家族を中心とした都市部の子
どもたちと地元の子どもたち・区民とが、農村の魅力を生
かしたグリーンツーリズムを通してお互いに刺激し合い、
地域活性化や今後のまちづくりにつなげる。

200,000円

3 小牧地区いきいき
生活推進事業 小牧自治公民館

　小牧地区において、月１回程度、高齢者を中心にお茶を
飲みながら気軽に集い、楽しく体を動かすゲームをしたり、
日常の健康管理や地域の課題などについて語り合ったりす
るサロンを開催する。サロン活動を通じてコミュニティ機
能の再生を図りながら、生き生きと安心して生活できる地
域づくりにつなげる。

142,000円

4 指宿みらい
スターズ応援事業

子育てサポート・
おくらキッズ

　妊娠中や乳幼児のいる家族を対象に、月１回程度、子ど
もたちの遊び場や子育てについて学べる場を提供する。同
じ悩みをもつ親同士のネットワークづくりの場を提供する
ことで、家族が安心して子育てできるためのサポートを行
う。

200,000円

5
いぶすきサイエンス
倶楽部2013
〜サイエンスの世
界を楽しもう〜

いぶすき
サイエンス倶楽部

　子どもも大人も一緒になって、身近な自然や生活の中に
ある理科や最先端科学を体感しながら、理科の楽しさを学
ぶ場を提供する。また、毎回、各テーマに関連した図書の
紹介も行い、読書の世界との出会いにもつなげる。

200,000円

テ
ー
マ
を
設
定
し
２
回
目
募
集

１
回
目
募
集
で
５
事
業
を
採
択

提案公募型補助事業

　

み
ん
な
で
語
ろ
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
く
機
会
の
１
つ
と
し
て
、
始
ま

っ
た
会
で
す
。

　

市
長
（
担
当
部
課
長
等
を
含
む
）
が
皆

さ
ん
の
所
に
伺
い
、
団
体
が
抱
え
る
課
題

や
市
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
、

そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
一
緒
に
な
っ
て
考

え
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
山
川
水
産
加
工
業
協
同
組
合

青
年
部
協
和
会
や
指
宿
校
区
自
治
公
民
館

連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
開
催
し
ま
し
た
。

■
対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

10
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
。

■
テ
ー
マ　

皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
ま
す
。

■
開
催
内
容　

応
募
団
体
と
打
ち
合
わ
せ

の
上
、
協
議
方
法
等
に
つ
い
て
決
定
し

ま
す
。

■
開
催
日
時　

平
日
の
10
〜
21
時
ま
で
の

間
で
、
90
〜
１
２
０
分
程
度
で
す
。
開

催
日
に
つ
い
て
は
、
市
長
公
務
と
調
整

の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
開
催
場
所　

各
団
体
の
活
動
場
所
や
校

区
公
民
館
等
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他

○
個
人
的
な
苦
情
、
陳
情
、
要
望
等
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
昨
年
度
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

申
込
書
は
、
指
宿
庁
舎
総
合
案
内
お
よ

び
市
長
公
室
秘
書
係
、
山
川
・
開
聞
各

支
所
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
秘
書
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
）

　

℻
㉔
３
８
２
６

市長と気軽に　  ろ会
〜市長と語る2つの対話集会〜
　市では、市民の皆さんと市長が語り合う「対話」の場として「ひるどき！ランチで語ろ会」と「みんなで
語ろ会」を開催します。どちらも年間を通じて申し込みを受け付けます。気軽に申し込んでください。

語

　

ひ
る
ど
き
！
ラ
ン
チ
で
語
ろ
会
は
、
市

民
団
体
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
一
緒
に
昼
食

を
取
り
な
が
ら
、
団
体
活
動
や
市
政
な
ど

に
つ
い
て
、
気
軽
な
雰
囲
気
の
中
で
語
り

合
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

昨
年
は
、
福
元
美
穂
選
手
後
援
会
や
指

宿
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
指
宿

市
成
人
式
実
行
委
員
会
、
い
ぶ
す
き
観
葉

植
物
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
開
催
し
ま
し
た
。

■
対
象　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
と
し
、

参
加
人
数
は
４
人
以
上
９
人
ま
で
と
し

ま
す
。

■
テ
ー
マ　

皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
テ

ー
マ
と
し
ま
す
。

■
開
催
内
容　

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
自
由

な
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日
時　

開
催
は
、
平
日
の
12
〜
13

時
を
基
本
と
し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日

に
つ
い
て
は
市
長
公
務
と
調
整
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

■
開
催
場
所　

市
長
応
接
室
ま
た
は
各
団

体
の
活
動
場
所
と
し
ま
す
。

■
そ
の
他
　

○
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
市

長
の
昼
食
は
持
参
し
ま
す
）。

○
個
人
的
な
苦
情
、
陳
情
、
要
望
等
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
昨
年
度
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ひ
る
ど
き
！

ラ
ン
チ
で
語
ろ
会

み
ん
な
で
語
ろ
会

み
ん
な
の
意
見
箱
を

　
　
設
置
し
て
い
ま
す

　

広
聴
事
業
の
１
つ
と
し
て
、
指
宿

庁
舎
総
合
案
内
、
山
川
・
開
聞
各
支

所
の
窓
口
に
意
見
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

市
政
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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市
の
現
状
と
課
題

資
源
ご
み
分
別
収
集

地
区
報
償
金
を
増
額

　
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
は
「
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
」
の
審
議
を
行
い
、

平
成
25
年
３
月
13
日
に
そ
の
答
申
書
を
市
に
提
出
し
ま

し
た
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
改
善
し
て

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
実
践

　

災
害
ご
み
や
減
免
さ
れ
た
ご
み
、

資
源
ご
み
を
除
い
た
平
成
22
年
度

の
市
民
１
人
当
た
り
の
１
日
の
ご

み
排
出
量
は
平
均
８
８
８
ｇ
で
、

県
内
19
市
の
中
で
も
４
番
目
の
多

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の

中
に
は
本
来
、
資
源
ご
み
と
し
て

分
別
さ
れ
る
も
の
が
、
ま
だ
ま
だ

混
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分

別
を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
ご
み
の

減
量
化
を
進
め
る
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
頴
娃
ご
み
処

理
施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
指

宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
２
施

設
を
統
合
し
た
、
新
た
な
「
ご
み

処
理
施
設
」
の
建
設
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
に
伴
う
負
担

金
は
、
指
宿
市
と
南
九
州
市
頴
娃

町
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
に

応
じ
て
負
担
割
合
を
決
め
る
た
め
、

ご
み
の
減
量
化
は
今
後
の
財
政
運

営
上
で
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
書
を
受
け

て
、
今
年
度
「
資
源
ご
み
分
別
収

集
地
区
報
償
金
の
増
額
」
と
「
生

ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
の
拡
充
」

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他

の
施
策
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
な

実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、「
指
定
ご
み
袋
の
価
格
改

定
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
対
し
、
ご
み
減
量
・
資
源

化
の
効
果
が
み
ら
れ
な
い
場
合
、

市
民
生
活
・
事
業
活
動
に
与
え
る

影
響
や
経
済
的
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

は
市
の
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
し

て
お
り
、
学
識
経
験
者
や
地
域
住

民
・
事
業
者
の
代
表
、
行
政
機
関

の
職
員
で
構
成
さ
れ
、
市
の
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
問
題
に
つ
い

て
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
現
状
や
他
市
の
事
例
等
を

基
に
審
議
を
重
ね
、
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
施

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
意
見

を
提
出
し
ま
し
た
。

※
答
申
書
は
環
境
政
策
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

○
環
境
教
育
の
充
実

ご
み
問
題
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
問
題
と
し
て
認
識

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
広
報

紙
等
を
利
用
し
た
情
報
発
信
の

充
実
や
、
地
区
の
総
会
や
会
合

等
を
利
用
し
た
「
出
前
講
座
」

の
継
続
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
学
校
や
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
分
別
品
目
の
細
分
化

資
源
ご
み
の
分
別
を
さ
ら
に
細

分
化
す
る
こ
と
で
、
ご
み
減
量
・

資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
布

類
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
を

新
た
に
資
源
ご
み
に
加
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
補
助

は
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
補
助
率
を
２
年
間
拡
充

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
事
業

所
用
の
生
ご
み
処
理
機
器
に
つ
い

て
も
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
居
の
市
民

■
申
請
方
法　

環
境
政
策
課
お
よ

び
山
川
・
開
聞
各
支
所
市
民
福

祉
課
市
民
生
活
係
に
設
置
し
て

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

※
購
入
後
、
６
カ
月
以
内
に
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
補
助
金
交
付
申
請
書

○
購
入
機
器
の
領
収
書

○
銀
行
等
振
込
口
座
の
写
し

○
印
鑑

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
置
く

事
業
所

■
申
請
方
法　

購
入
前
に
必
ず
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
各
地
区
で
立
ち
会
い

収
集
し
た
資
源
ご
み
の
売
却
益
の

中
か
ら
、
地
区
に
対
し
報
償
金
と

し
て
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
償
金
を
平
成
25
～
27
年

度
の
３
年
間
に
限
り
、
１
・
５
倍

に
増
額
し
て
還
元
し
ま
す
。

　

報
償
金
は
、
地
区
の
行
事
や
清

掃
活
動
な
ど
の
運
営
費
等
に
充
て

ら
れ
る
た
め
、
自
分
自
身
や
地
区

へ
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
り
ま
す
。

地
区
立
ち
会
い
収
集
を
積
極
的
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
の
世
紀
と
も
い
わ
れ
る
21

世
紀
に
お
い
て
、
ご
み
問
題
は
最

も
身
近
で
重
要
な
環
境
問
題
で
す
。

　

私
た
ち
は
大
量
生
産
・
大
量
消

費
・
大
量
廃
棄
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
改
め
、
可
能
な
限
り
ご
み
の

発
生
を
抑
制
し
、
地
球
に
や
さ
し

い
生
活
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
の
答
申
を
き
っ
か

け
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
に
関
心
を
持

ち
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
ご
み
を
減

ら
す
た
め
の
取
り
組
み
の
輪
を
広

げ
、
子
や
孫
の
た
め
に
、
こ
の
美

し
い
指
宿
を
未
来
に
残
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

申
請
・
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

○
資
源
ご
み
分
別
収
集
地
区
報
償

金
の
増
額
お
よ
び
地
区
常
設
収

集
所
の
充
実

地
区
等
で
行
う
資
源
ご
み
分
別

収
集
に
お
け
る
報
償
金
を
増
額

す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
へ
の

さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
と
、
資

源
ご
み
回
収
量
の
増
加
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
等

の
協
力
の
下
、
地
区
常
設
収
集

所
の
充
実
を
図
り
、
市
民
が
よ

り
利
用
し
や
す
い
収
集
方
法
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
地
区
未
加
入
者
対
策

最
近
は
近
隣
住
民
と
の
関
わ
り

が
薄
く
、
必
要
な
情
報
が
届
か

な
い
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
は
市
民
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
区
加
入
の
促
進
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
の

拡
充

生
ご
み
処
理
機
器
を
活
用
す
る

こ
と
は
、
確
実
に
ご
み
量
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
現
在
実
施
し
て
い
る
補
助

制
度
を
拡
充
し
、
さ
ら
な
る
ご

み
減
量
・
資
源
化
へ
誘
導
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
循
環
型
社
会
の
構
築

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用

す
る
た
め
、
循
環
型
社
会
の
構

築
は
、
今
後
避
け
て
通
れ
な
い

問
題
で
す
。
家
庭
や
事
業
所
か

ら
発
生
す
る
生
ご
み
を
堆
肥
と

し
て
処
理
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
等
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
で
す
。
ま
ず
は
行
政
が
主

体
と
な
り
、
関
係
部
署
と
の
協

議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
早
い

段
階
で
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

○
指
定
ご
み
袋
の
価
格
改
定

指
定
ご
み
袋
の
価
格
改
定
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
排
出

量
に
応
じ
て
費
用
を
負
担
し
、

当
事
者
意
識
や
ご
み
減
量
意
識

の
高
揚
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
燃
え
る
ご

み
袋
と
燃
え
な
い
ご
み
袋
に
つ

い
て
は
価
格
を
引
き
上
げ
、
資

源
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
値
下
げ

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご

み
排
出
に
無
関
心
な
市
民
と
、

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
力
し

て
い
る
市
民
と
の
間
の
不
公
平

感
を
解
消
し
、
公
平
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
代

に
配
慮
し
、
オ
ム
ツ
専
用
ご
み

袋
を
現
行
の
指
定
ご
み
袋
（
小
）

と
同
じ
価
格
で
販
売
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
べ
き
で
す
。

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
つ
な
げ
る
た
め
に

家
庭
用

年　度
平成25年度

平成26年度

平成27年度以降

購入価格の50％　　（上限50,000円）

購入価格の40％　　（上限45,000円）

購入価格の3分の1 （上限30,000円）

補助内訳

事
業
所
用

年　度
平成25年度

平成26年度

平成27年度以降

購入価格の50％ （上限2,500,000円）

購入価格の40％ （上限2,000,000円）

補助制度の廃止

補助内訳

市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
答
申
書

生
ご
み
処
理
機
器

購
入
補
助

事
業
所
用

家
庭
用
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スイカのゼリー
今月のレシピ紹介者
食生活改善推進員
山脇セツ子さん

　

昭
和
37
年
に
大
型
免
許
を
取
得
し
、
10

年
間
運
輸
会
社
に
勤
め
、
妻
が
１
人
で
行

っ
て
い
た
農
業
を
、
昭
和
48
年
ご
ろ
か
ら

一
緒
に
始
め
ま
し
た
。
昭
和
59
年
か
ら
夏

作
は
ス
イ
カ
だ
け
を
植
え
、
現
在
、
ハ
ウ

ス
と
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
１
７
０
ａ
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

昭
和
61
年
か
ら
山
川
町
徳
光
野
菜
部
会

副
会
長
、
平
成
９
年
か
ら
平
成
24
年
の
間

に
は
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
西
瓜
部
会
班
長
や

西
瓜
部
会
長
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

「
徳
光
ス
イ
カ
」
は
、
岡
児
ヶ
水
地
域

特
有
の
礫れ

き

質
土
壌
に
よ
る
水
は
け
の
良
い

畑
で
育
て
ら
れ
、
糖
度
が
高
く
シ
ャ
キ
シ

ャ
キ
と
し
た
歯
ご
た
え
が
特
徴
で
あ
り
、

と
に
か
く
お
い
し
い
で
す
。

　

値
段
が
高
か
っ
た
と
き
な
ど
は
う
れ
し

さ
も
ひ
と
し
お
で
す
が
、
一
番
う
れ
し
い

の
は
、
食
べ
た
人
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
と
き
で
す
。

　

徳
光
ス
イ
カ
の
販
路
は
、
Ｊ
Ａ
共
販
と

個
別
販
売
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
商
標
シ
ー

ル
を
貼
り
、
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ

共
販
は
平
成
18
年
度
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

よ
る
栽
培
履
歴
表
示
に
取
り
組
み
、
平
成

19
年
４
月
か
ら
は
「
か
ご
し
ま
の
農
林
水

産
物
認
証
制
度
」
の
認
証
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

山
川
地
域
の
ス
イ
カ
栽
培
は
平
成
２
年

ご
ろ
が
ピ
ー
ク
で
、
施
設
・
露
地
合
わ
せ

て
作
付
面
積
は
１
３
５
ha
、
生
産
量
４
，７

５
０
ｔ
、
粗
生
産
額
は
５
億
７
，
７
２
０

万
円
で
し
た
。

　

平
成
４
年
度
に
は
農
業
農
村
活
性
化
農

業
構
造
改
善
事
業
で
「
ス
イ
カ
自
動
選
果

機
」
が
導
入
さ
れ
、
検
査
、
発
送
の
手
間

が
省
け
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
ご
ろ
は
、
Ｊ
Ａ
の
共
販
チ
ー

ム
が
３
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
自

分
が
大
型
免
許
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
役
場
を
通
じ
て
指
宿
養
護
学
校
や
福

祉
施
設
等
を
訪
問
し
、
ス
イ
カ
を
提
供
し

て
、
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ス
イ
カ
農
家
が
減
り
、
施
設

な
ど
へ
の
訪
問
は
、
10
年
ほ
ど
で
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
ス
イ
カ
の
栽
培
は
楽
で

は
な
く
、
交
配
は
全
て
手
作
業
で
、
交
配

日
の
記
入
や
農
薬
の
使
用
記
録
、
温
度
、

収
穫
ま
で
ツ
ル
が
枯
れ
な
い
よ
う
気
を
付

け
る
な
ど
、
管
理
が
と
て
も
大
変
で
す
。

ま
た
、
１
番
果
し
か
収
穫
し
な
い
の
で
反

収
も
上
が
ら
ず
、
最
近
で
は
他
の
野
菜
に

切
り
替
え
る
農
家
が
増
え
、
だ
ん
だ
ん
栽

培
面
積
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
夏

に
ス
イ
カ
だ
け
を
栽
培
す
る
農
家
は
３
戸

だ
け
で
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
施
設
・
露
地
合
わ
せ

て
作
付
面
積
が
21
・
９
ha
、
生
産
量
６
７

６
・
４
ｔ
、
粗
生
産
額
が
約
１
，２
０
９
万

円
と
な
り
、
平
成
２
年
ご
ろ
に
比
べ
栽
培

面
積
で
２
割
弱
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
出
荷
先
も
県
内
だ
け
に
な
り
徳
光
ス

イ
カ
は
「
幻
の
ス
イ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
販
路
拡
大
も
含
め
、
県
外
研

修
や
種
苗
会
社
と
の
栽
培
講
習
を
行
い
、

品
質
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
種
苗
会
社
か

ら
の
依
頼
で
、
新
品
種
の
種
を
試
験
的
に

植
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
種
苗
代
は
い

ら
な
い
も
の
の
収
穫
高
が
分
か
ら
な
い
中
、

平
成
24
年
度
も
４
種
類
の
苗
を
４
０
０
本

植
え
ま
し
た
。
１
～
２
年
で
は
成
果
が
分

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
毎
年
栽
培
講
習
を
行

い
、
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

反
収
・
単
価
の
向
上
、
農
家
所
得
向
上

の
た
め
、
関
係
機
関
と
研
究
を
重
ね
、
い

つ
し
か
幻
の
ス
イ
カ
を
守
っ
て
く
れ
る
後

継
者
が
増
え
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
ス
イ
カ
が
大
好
き
で
す
。「
作
物

は
、
人
の
足
音
を
聴
い
て
大
き
く
な
る
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ス
イ
カ
に
声
掛
け
を

し
、
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
注
い
で
、
皮
目
ま

で
お
い
し
く
仕
上
が
る
よ
う
に
作
っ
て
い

ま
す
。「
お
い
し
く
な
け
れ
ば
徳
光
ス
イ
カ

で
は
な
い
」
と
の
想
い
で
、
体
が
動
く
う

ち
は
、
ス
イ
カ
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

宮田　太三郎さん　　地区：岡児ヶ水

①ゼラチンに水を振り入れる。
②ニンジンは電子レンジにか

け柔らかくする。
③粗切りのスイカとニンジン、
　レモン汁、砂糖を一緒にミ

キサーにかける。
④材料を鍋に入れて火にかけ、
　温まったらゼラチンを入れ、
　完全に溶かす。
⑤カップに注ぎ、冷蔵庫で冷

やし固める。
⑥ミントやレモンなどを飾る。

■スイカ果肉　1/8個
■ニンジン　 　 50ｇ
■レモン汁   　1/2個
■砂糖          　 50ｇ
■ゼラチン　　 7.5ｇ
■水　　　  大さじ３
■ミントの葉　 適量
■レモン　　　 適量

（１カップ分）
エネルギー  43kcal
塩分相当量  0ｇ

指宿の　　り彩
ス イ カ

作
物
は
人
の
足
音
を

　
　
　
　
　
聴
い
て
育
つ

主
な
品
種

効　
　

能

スイカは果肉の約90%以上が水分
なので、栄養価が低いように思わ
れがちですが、カリウムを多く含む
ため、古くから漢方などでも利尿作
用があり、むくみや高血圧予防に効
果があるとされています。

和　

名

栽
培
面
積

出　
　

荷　
　

量

主　

産　

地

生
産
量

生産量　676.4ｔ/年
（平成23年度）

祭ばやし、祭ばやし777、縞
しま

無
双、縞無双Ｈ、ひとりじめ７、
ラビット

スイカ、西瓜

平成23年度JAいぶすき取扱高（スイカ）
t

数量
100
110

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

5月 6月 7月 8月

熊本

千葉

石川
北海道

愛知
茨城

山形

鳥取
長野新潟

平成23年度　主なスイカの産地

その他

作り方 材料（10カップ分）

おすすめ

レシピ旬 私たちのふるさとは、四季折々の野菜をはじめ、豊かな
資源に恵まれた「食」と「健康」のまちです。
ここでは、ふるさとが育む「彩り」と、それらを支える
産地の思いを紹介します。

問い合わせ先　農政課農政係　☎㉒2111（内線711）

市栽培面積　約21.9ha
市生産農家　約20戸

（平成23年度）
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指
宿
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

「
砂
む
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
!!

　
　
美み

来ら

い

型
湯
治
場
い
ぶ
す
き
」を
目
指
し
て

　

「
指
宿
」
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
何
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど

の
人
が
「
指
宿
＝
砂
む
し
」
と
答
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
も
指
宿
の
魅
力
に
つ
い
て
広

報
紙
な
ど
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
指

宿
に
眠
っ
て
い
る
宝
を
掘
り
起
こ
し
、
新

た
な
観
光
リ
ゾ
ー
ト
・
指
宿
を
創
り
ま
し

ょ
う
。

指
宿
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

　

指
宿
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
今

ま
で
の
観
光
の
在
り
方
に
と
ら
わ
れ
る
こ

ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

指
宿
の
観
光
の
強
み
は
何
と
い
っ
て
も

砂
む
し
で
す
。
砂
浜
に
横
た
わ
り
波
音
を

聞
き
な
が
ら
楽
し
む
砂
む
し
は
、
世
界
で

も
類
を
見
な
い
本
市
だ
け
の
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
指
宿
の
名
を
全
国
屈
指
の
温
泉

地
に
導
い
た
原
動
力
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
指
宿
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、

観
光
客
だ
け
で
な
く
市
民
に
も
「
砂
む
し

し
か
な
い
」
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　

私
た
ち
が
住
む
指
宿
に
は
、「
砂
む
し
」

以
外
に
も
、
豊
か
な
泉
源
・
泉
質
を
誇
る

「
温
泉
」
や
開
聞
岳
を
代
表
と
す
る
美
し

い
「
自
然
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
オ
ク

ラ
や
ソ
ラ
マ
メ
な
ど
の
「
食
」、千
本
旗
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
お
も
て

な
し
を
実
践
す
る
「
人
」
な
ど
、
砂
む
し

だ
け
じ
ゃ
な
い
数
多
く
の
観
光
素
材
が
あ

り
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
仕
事
や
日
々

の
ス
ト
レ
ス
に
疲
れ
た
体
を
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
の
中
で
癒
や
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
湯
治
の
価
値
も
見

直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
代
の
湯
治
は
、
温
泉
だ
け
で

な
く
「
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
そ
の
土

地
の
風
土
・
人
」
も
重
要
な
要
素
の
一
つ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の
魅
力
や
、
旅
行
ニ

ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
指
宿
市
観
光

と
な
く
、
指
宿
な
ら
で
は
の
魅
力
や
特
色

を
生
か
し
た
「
新
し
い
観
光
」
を
計
画
的

に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
民
間
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
「
魅
力
あ
る
指
宿
」
を

創
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
や

地
域
社
会
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化

し
て
い
く
中
、
観
光
地
と
し
て
輝
き
続
け

る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
市
で
は
今
後
５

年
間
の
観
光
指
針
と
し
て
「
指
宿
市
観
光

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
「
砂
む
し
」
に
新
た

な
付
加
価
値
を
見
い
出
し
て
い
く
と
と
も

に
、「
温
泉
」「
自
然
」「
食
」「
人
」
と
い
っ
た

指
宿
の
特
色
や
強
み
を
生
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
健
康
」「
美
」
と
い
う
要
素
を

盛
り
込
ん
だ
「
砂
む
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
! !

美
来
型
湯
治
場
い
ぶ
す
き
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
新
し
い
湯
治
ス
タ
イ

ル
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
に
住
む
人
々

が
地
域
に
対
す
る
誇
り
を
持
て
る
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
や
、
市
民

と
観
光
客
が
元
気
に
な
れ
る
こ
と
を
目
指

し
た
「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
も

意
識
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
美
来
型
湯
治
場
」
と
は
、
指
宿
を
訪

れ
て
心
も
体
も
美
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
か
ら
、「
未
来
」
と
「
美
」
を
組

み
合
わ
せ
た
、
本
市
が
目
指
す
指
宿
に
し

か
な
い
新
し
い
湯
治
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

今
後
は
「
砂
む
し
」
だ
け
で
な
く
、
豊

か
な
「
温
泉
」
や
美
し
い
「
自
然
」、お
い

し
い
「
食
」、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

「
人
」
な
ど
の
魅
力
を
、
有
機
的
に
組
み

合
わ
せ
た
新
た
な
観
光
プ
ラ
ン
の
開
発
・

充
実
を
図
り
、
目
標
達
成
の
た
め
の
５
つ

の
柱
を
軸
に
、
指
宿
を
訪
れ
た
人
が
「
体

も
心
も
健
康
で
キ
レ
イ
に
な
れ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

海洋ミネラル
たっぷりの温泉

砂むしだけじゃない!!
美来型湯治場いぶすき

変わらぬ観光
変わる観光

ハートフルな人柄

温暖な気候と
色濃い自然

食の旬感体験

目標達成のための5つの柱
指宿市観光戦略ビジョン

砂
む
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
!!

　
　
美
来
型
湯
治
場
い
ぶ
す
き
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指
宿
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
指
宿

の
観
光
に
熱
い
思
い
を
持
つ
多
く
の
人
と

一
緒
に
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
活
発
な
意
見
を
出
し
て
く
れ

た
４
人
に
、
今
ま
で
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
指
宿
観
光
に
対
す
る
思
い
を
も
う
一

度
、
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

鹿
籠
六　

指
宿
市
は
菜
の
花
の
黄
色
や
ア

ロ
ハ
シ
ャ
ツ
な
ど
、
と
に
か
く
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
。
鹿
児
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
中
で

も
一
押
し
の
観
光
地
で
す
よ
ね
。

　

そ
れ
な
の
に
、
市
民
が
観
光
地
で
あ
る

こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

湯
ノ
口　

で
も
観
光
客
か
ら
見
た
ら
、
指

宿
も
鹿
児
島
や
九
州
の
中
の
一
つ
と
し

て
見
ら
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

確
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
考
え
る

こ
と
も
大
事
で
す
が
、
外
部
か
ら
の
目

線
と
自
分
た
ち
の
目
線
を
融
合
さ
せ
る

こ
と
が
も
っ
と
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
田　

山
川
・
開
聞
地
域
も
含
め
た
、
市

全
体
の
魅
力
と
し
て
押
し
出
せ
た
ら
い

い
で
す
よ
ね
。

湯
ノ
口　

指
宿
は
「
砂
む
し
だ
け
じ
ゃ
な

い
! !
」
と
い
う
思
い
は
、
以
前
か
ら
み

ん
な
が
感
じ
て
い
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

指
宿
市
に
は
た
く
さ
ん
魅
力
が
あ
る
の

に
情
報
発
信
が
下
手
だ
っ
た
り
、
商
品

と
し
て
う
ま
く
活
用
で
き
て
い
な
か
っ

た
り
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
魅
力
に
プ
ラ
ス
α
と
し
て

砂
む
し
が
あ
る
と
、
他
の
地
域
に
は
ま

ね
の
で
き
な
い
宝
に
な
る
と
思
う
ん
で

す
。
そ
れ
が
連
泊
や
美
来
型
湯
治
に
つ

な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

宮
田　

私
は
４
年
前
に
引
っ
越
し
て
く
る

ま
で
、
指
宿
は
花
が
い
っ
ぱ
い
の
農
村

地
帯
で
、「
観
光
地
ら
し
く
な
い
温
泉
地

域
」
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
地
と
言
わ
れ
る
割
に
駅
は
小
さ
い

し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
は
薄
暗
く
、
観
光
地

の
場
所
さ
え
分
か
ら
な
か
っ
た
ぐ
ら
い

で
す
。
で
も
、
指
宿
に
住
ん
で
み
る
と

「
観
光
」
を
一
生
懸
命
に
宣
伝
し
て
い

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

内
村　

私
は
お
客
さ
ま
の
声
を
一
番
間
近

で
聞
け
る
立
場
に
い
て
「
観
光
地
な
の

に
あ
ん
な
駅
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
、

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
10

年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
最
初

は
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
っ
て
も
何
も
変
わ
ら

な
い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

湯
ノ
口　

指
宿
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
人
が
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、

本
当
は
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
し
、
私

自
身
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
。

鹿
籠
六　

県
で
も
、
指
宿
市
内
の
ホ
テ
ル

を
拠
点
と
し
た
滞
在
型
観
光
を
進
め
て

い
ま
す
。
南
九
州
市
ま
で
足
を
延
ば
せ

る
プ
ラ
ン
や
県
の
観
光
拠
点
で
あ
る
指

宿
と
霧
島
を
つ
な
げ
る
プ
ラ
ン
が
で
き

れ
ば
と
い
う
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て
ゆ
っ
く
り
連
泊

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
同
じ

な
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
後
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
提
供
で
き

る
プ
ラ
ン
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
く

と
お
も
し
ろ
そ
う
で
す
ね
。

湯
ノ
口　

そ
の
た
め
に
は
、
体
験
型
観
光

を
が
っ
ち
り
根
付
か
せ
た
い
で
す
ね
。

体
験
型
観
光
は
食
や
人
と
の
関
わ
り
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
入
っ
て
い
て
、

　

指
宿
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
魅
力
の
倍
増
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
う
ん
で
す
。
ホ
テ
ル
と
も
連

携
し
て
商
品
化
し
た
い
で
す
ね
。

内
村　

ぜ
ひ
、
商
品
化
し
た
い
で
す
ね
。

値
段
の
魅
力
だ
け
で
な
く
、
指
宿
で
し

か
で
き
な
い
体
験
の
価
値
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
。

　

他
に
も
、
お
客
さ
ま
に
い
ろ
ん
な
場
所

を
見
て
も
ら
う
に
は
、
交
通
機
関
の
充

実
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
自
体
に
楽

し
み
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
利
用
者
も
増

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鹿
籠
六　

や
は
り
指
宿
の
砂
む
し
温
泉
は

世
界
に
通
用
す
る
強
み
で
す
よ
。
体
験

し
た
人
の
評
判
も
い
い
で
す
。
そ
う
い

っ
た
口
コ
ミ
は
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

き
ま
す
か
ら
、
今
も
多
く
の
お
客
さ
ま

に
来
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

宮
田　

私
も
砂
む
し
は
指
宿
市
民
が
誇
り

に
思
っ
て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
山
川
・
開
聞
地
域
の
人

た
ち
に
と
っ
て
は
「
観
光
や
温
泉
は
指

宿
地
域
の
こ
と
」
と
い
う
思
い
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
と
き
は
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。

　

外
部
か
ら
見
れ
ば
同
じ
指
宿
市
な
の
で
、

一
緒
に
頑
張
っ
た
ら
い
い
の
に
と
思
い

ま
し
た
ね
。

内
村　

逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
自
分
た

ち
の
地
域
に
対
す
る
誇
り
が
強
い
っ
て

こ
と
で
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

　

「
指
宿
の
砂
む
し
」「
山
川
の
か
つ
お
節
」

　

「
開
聞
の
開
聞
岳
」
と
い
う
こ
と
を
も

っ
と
主
張
し
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す

が
。

宮
田　

私
は
ガ
イ
ド
の
活
動
を
通
し
て
、

指
宿
な
ら
で
は
の
暖
か
さ
や
そ
こ
で
育

つ
自
然
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。
そ
し
て

地
元
の
人
に
も
そ
の
魅
力
に
気
付
い
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

湯
ノ
口　

私
は
、
生
活
す
る
に
も
観
光
す

る
に
も
、
指
宿
以
上
に
魅
力
あ
る
ま
ち

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人

に
指
宿
を
も
っ
と
大
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

内
村　

観
光
だ
け
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
自
分
た
ち
が

盛
り
上
が
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
。

　

「
指
宿
が
大
好
き
だ
」
と
い
う
盛
り
上

が
り
が
、
外
か
ら
見
た
と
き
に
観
光
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

鹿
籠
六　
「
温
た
ま
ら
ん
丼
」
や
美
塾
「
篤

　

姫
」
な
ど
、
民
間
が
主
導
す
る
取
り
組

み
が
活
発
な
の
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
、
市
民
と
も
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん

も
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
細
に
つ
い
て

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
企
画
室
観
光
企
画
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
６
）

美化活動ホテル・旅館などで食事 手を振ってのおもてなし観光スポット・温泉に行く 明るいあいさつパンフレットを見る

今
日
か
ら
で
き
る
　
は
じ
め
の
一
歩

指宿市観光戦略ビジョン

宮田久美さん
（各種ガイド・インストラクター）

内村ゆりさん
（市観光協会）

指
宿
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
終
え
て

指
宿
の
魅
力
を

　
　
　
も
っ
と
伝
え
た
い

鹿籠六貴子さん
（県観光連盟）

湯ノ口久仁子さん
（指宿グリーンツーリズム協議会）
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「
水
神
が
何
ぞ
民
益
に
な
る
こ
と

を
妨
ぐ
る
べ
き
、
神
は
人
民
に
幸

を
与
ゆ
る
た
め
に
あ
る
も
の
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
妖
言
で
あ
る
。

よ
ろ
し
く
民
益
を
起
こ
す
趣
を
神

に
告
げ
、速
や
か
に
着
手
す
べ
し
」

　

こ
う
し
て
池
田
湖
の
壁
、
つ
ま

り
カ
ル
デ
ラ
の
外
壁
を
約
20
メ
ー

ト
ル
掘
削
し
、
開
聞
の
仙
田
方
面

に
水
を
引
く
鳥
越
掘
削
工
事
が
、

安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
に
始

ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
翌
年
、
斉
彬
は
逝
去
し

て
し
ま
い
、
さ
ら
に
今
和
泉
島
津

家
の
領
地
80
町
歩
の
干
拓
を
目
指

し
て
始
ま
っ
た
一
大
事
業
も
明
治

維
新
に
よ
っ
て
中
断
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
５
年
（
１
８
７

２
年
）
に
県
令
大
山
綱
良
が
こ
の

事
業
を
再
開
さ
せ
ま
す
。
工
事
に

は
串
木
野
鉱
山
の
労
働
者
た
ち
も

動
員
さ
れ
ま
し
た
。
莫
大
な
工
事

費
と
延
べ
11
万
人
余
り
の
作
業
員

を
費
や
す
難
工
事
で
し
た
が
、
明

治
９
年
（
１
８
７
６
年
）、つ
い
に

「
鳥
越
堀
切
」
は
完
成
し
ま
す
。

　

こ
の
工
事
に
よ
っ
て
池
田
湖
は

初
め
て
海
へ
流
れ
出
る
河
川
と
つ

な
が
る
こ
と
と
な
り
、
開
聞
仙
田

に
新
田
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
同
年
に
は
「
決
湖
碑
」

　

現
在
、
池
田
湖
に
は
６
つ
の
河

川
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
１
つ
、
池
田
湖
南
側
の
「
新

川
」
は
、
宮
田
川
と
合
流
し
て
川

尻
漁
港
へ
と
続
き
ま
す
。
こ
の
川

は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
行
わ
れ
た
大
工
事
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　

島
津
斉
彬
は
二
月
田
温
泉
に
滞

在
中
、
指
宿
は
水
利
に
乏
し
く
田

ん
ぼ
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
池
田

湖
の
水
を
灌か

ん
が
い漑
に
利
用
す
る
こ
と

を
考
案
し
ま
し
た
。

　

早
速
、
郡
奉
行
に
命
じ
ま
し
た

が
、
郡
奉
行
は
水
神
の
祟た

た

り
が
あ

る
と
し
て
、
こ
れ
を
恐
れ
た
と
い

い
ま
す
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
斉
彬
は
、
こ
う

命
じ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
文
に
は
難
工
事
で
あ
っ

た
こ
と
や
池
田
湖
の
湖
面
が
下
が

っ
た
こ
と
、
新
た
な
耕
作
地
と
し

て
水
田
や
桑
田
を
開
墾
し
た
こ
と
、

当
時
の
役
人
の
名
前
な
ど
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

調ず
し
ょ所

笑し
ょ
う
ざ
え
も
ん
ひ
ろ
さ
と

左
衛
門
広
郷
が
財
政
再

建
に
取
り
組
ん
だ
天
保
年
間
、
指

宿
で
は
大
型
公
共
事
業
が
相
次
い

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
鳥
越
堀
切
」
と
「
決
湖
碑
」

は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
初

期
に
か
け
て
の
「
近
代
化
遺
産
」

の
１
つ
と
し
て
価
値
が
見
い
だ
さ

れ
、
こ
の
春
、
市
の
指
定
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
優
れ
た
技
術
と
先
人
た

ち
の
苦
労
と
努
力
の
跡
が
し
の
ば

れ
る
文
化
財
で
す
。

 人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
89

｢
人
権
擁
護
委
員
の
日｣

　
　

特
設
相
談
所
の
開
設

報
恩

謝
徳

　

高
浜
虚
子
の
句
に
「
風
吹
け
ば

来
る
や
隣
の
鯉
幟
」
が
あ
り
ま
す
。

　

垣
根
を
越
え
て
、
自
分
の
家
の

庭
の
上
ま
で
な
び
い
て
い
る
大
き

な
こ
い
の
ぼ
り
が
目
に
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
で
す
。

　

少
子
化
が
言
わ
れ
て
久
し
い
今

日
、
子
が
生
ま
れ
た
喜
び
、
そ
の

成
長
を
願
う
親
心
が
、
５
月
の
風

を
は
ら
ん
で
隣
近
所
の
頭
上
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
い
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
風
習
は
、

武
家
が
端
午
の
節
句
に
旗
指
し
物

を
玄
関
に
並
べ
て
い
る
の
を
見
た

江
戸
時
代
の
町
人
が
、
武
具
の
代

わ
り
に
こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
た
の

が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。

　

子
が
生
ま
れ
た
う
れ
し
さ
を
他

人
に
ま
で
知
ら
せ
た
い
親
心
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の

ぞ
く
小
ぶ
り
の
こ
い
の
ぼ
り
か
ら

も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
広
く
世
界
を
見
渡
せ
ば
、
そ

の
誕
生
や
成
長
を
示
す
こ
い
の
ぼ

り
を
立
て
て
も
ら
え
る
子
ど
も
た

ち
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
こ
の
地
球
上
で
は
、
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
の
３
分
の
１
以
上
が

出
生
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
、
い

わ
ば
公
的
に
存
在
し
な
い
「
顔
の

見
え
な
い
子
ど
も
」
に
な
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

貧
困
や
差
別
、
武
力
紛
争
に
よ

っ
て
、
健
康
な
成
長
や
教
育
か
ら

締
め
出
さ
れ
た
子
ど
も
ら
の
現
状

は
深
刻
で
す
。

　

貧
し
い
小
作
人
の
家
に
生
ま
れ

た
、
あ
る
歌
人
の
切
な
い
夢
の
覚

め
際
を
詠
ん
だ
一
首
が
あ
り
ま
す
。

少
年
貧
時
の
か
な
し
み
は

烙
印
の
ご
と
き
か
な
や

夢
さ
め
て
な
ほ
も

な
み
だ
溢
れ
出
づ

　

家
の
貧
し
さ
が
つ
ら
く
な
い
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
あ

り
の
ま
ま
の
貧
し
さ
を
見
て
ほ
し

い
と
願
っ
た
の
は
、
報
わ
れ
ず
と

も
額
に
汗
し
て
働
き
、
足
ら
ず
と

も
つ
ま
し
い
や
り
く
り
を
す
る
父

と
母
の
背
中
に
貴
い
も
の
を
感
じ

て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

大
人
た
ち
が
背
中
を
鏡
に
映
し
、

ふ
と
物
思
い
に
浸
る
「
こ
ど
も
の

日
」
は
、
ほ
ろ
苦
い
子
ど
も
時
代

を
思
い
出
す
「
お
と
な
の
日
」
で

も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
ら
が
こ
の
世
に
生
を
受

け
た
こ
と
を
み
ん
な
が
祝
福
し
、

元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
こ

い
の
ぼ
り
。

　

こ
の
世
の
全
て
の
大
人
が
、
風

薫
る
五
月
の
空
に
元
気
に
泳
ぐ
こ

い
の
ぼ
り
を
し
っ
か
り
と
立
て
て

あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
誓
う
日
で

も
あ
り
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全

線
開
業
と
、
観
光
特
急
「
指
宿
の

た
ま
て
箱
」
の
運
行
か
ら
は
や
２

年
が
過
ぎ
、
本
市
を
訪
れ
た
観
光

客
や
帰
省
客
な
ど
、
多
く
の
方
々

に
、
温
泉
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

指
宿
の
語
源
は
、「
湯ゆ

ぶ
し
ゅ
く

豊
宿
」
と

い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
温
泉
の
湧
出

が
豊
富
で
す
。

　

指
宿
に
は
「
砂
む
し
温
泉
」
を

は
じ
め
、島
津
藩
主
が
訪
れ
た
「
殿

様
湯
」
や
幕
末
の
偉
人
・
西
郷
隆

盛
も
湯
治
に
通
っ
た
「
鰻
温
泉
」

な
ど
昔
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る

温
泉
、
東
シ
ナ
海
の
絶
景
を
望
む

露
天
風
呂
「
た
ま
て
箱
温
泉
」
な

ど
、
地
域
の
人
々
に
昨
今
を
通
じ

て
愛
さ
れ
て
い
る
温
泉
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
温
泉
を
、

よ
り
多
く
の
観
光
客
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
、
市
で
は
昨
年
10
月

か
ら
「
い
ぶ
す
き
湯
め
ぐ
り
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
い
ぶ
す
き
湯
め
ぐ
り
事
業
」

と
は
、
観
光
案
内
所
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
と

に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
市

内
の
浴
場
を
巡
り
、
楽
し
ん
で
も

ら
う
も
の
で
す
。

　

入
浴
料
の
割
引
や
浴
場
で
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

協
賛
店
舗
独
自
の
特
典
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
温
泉

の
う
ち
５
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、本
年
度
以
降
も
「
い

ぶ
す
き
湯
め
ぐ
り
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、
親

戚
や
友
人
な
ど
を
誘
っ
て
、
温
泉

散
策
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
３
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

気
ま
ま
に
散
策
　
温
泉
め
ぐ
り

24

いぶすきまるごと

博物館（第82回）

（第84回） 風
吹
け
ば

　
来
る
や
隣
の
鯉

こ
い
の
ぼ
り幟

鳥
越
堀
切
と
決
湖
碑

　
　
　
池
田
湖
水
を
開
聞
へ

　
　
　
　
　
　
一
大
水
利
工
事

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
昭
和
24
年
６
月
１
日
を
記
念

し
て
、
昭
和
57
年
か
ら
毎
年
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に
全
国

各
地
に
お
い
て
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
市
内
で
は
９
人
の

方
が
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば

い
い
だ
ろ
う
」
な
ど
、
人
権
問
題

に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
や
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁

護
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

■
日
時　

６
月
３
日（
月
）10
時
～

　
　
　

15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

指
宿
市
長
　
豊
留 

悦
男

市民憩いの場

鳥越堀切水路工事（今村康光氏所蔵）
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　アロハのまち・指宿を印象
付ける「いぶすきフラフェス
ティバル」が開催されます。
10回目を迎える今回は、記念
大会として会場を変更し、よ
りフラの雰囲気を味わえる催
しとなっています。
　音楽に合わせ、軽やかに舞
い踊る出演者と共に、南国の
風を感じてみませんか。

会場　指宿いわさきホテルＪ−ＢＯＸ　ほか
■入場料　無料。ただし競技部門の観覧は、大人1,000円、中学生以下
　　　　　500円が必要（出場者は無料）。

問い合わせ先　いぶすきアロハのまちづくり実行委員会（指宿市観光協会内）　☎㉒3252

9：00
5月24日
（金）

10：00 11：00 12：00 13：00 14：00 15：00 16：00 17：00

コンペティション（競技会）

5月25日
（土）

エキジビション（発表会）
ワークショップ（講習会）

街角フラ

5月26日
（日）

エキジビション（発表会）
ワークショップ（講習会） ゲストステージ

　いぶすきフラフェスティバルのワーク
ショップでは、レイ・メイキング（ハワ
イから届いた植物を使用した装飾品作り）
の参加者を募集します。右の参加申込書
に必要事項を記入の上、参加料を添えて
指宿市観光協会または市観光課まで直接
申し込んでください。

レイ・メイキングの参加者
限定各20人募集 ■対象者　市内居住の人　　■参加料　１人2,000円（材料代）

■場所　指宿いわさきホテル会議室
■申込締切日　５月15日（水）

レイ・メイキング参加申込書
第10回いぶすきフラフェスティバル

●代表者氏名【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
　連　絡　先【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】 
●希　望　日（人数を記入してください。）
　①【　　】人　５月25日（土）　13：30～15：30
　②【　　】人　５月26日（日）　９：00～11：00

　

ラ
ー
メ
ン
屋
と
し
て
懸
命
に
働
く
両
親

を
見
て
育
っ
て
き
た
私
は
、
二
代
目
と
し

て
父
の
後
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
が
屋
号

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
大
変
な
仕
事
だ
と

い
う
こ
と
は
両
親
の
姿
を
見
て
、
重
々
分

か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
人
と
接
す

る
こ
と
が
好
き
な
私
は
、
今
で
も
楽
し
み

な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
指
宿
の
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
あ
る
日
、
ラ
ジ

オ
か
ら
「
山
川
の
本
枯
節
は
日
本
一
で
す
」

と
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

「
本
枯
節
を
使
っ
た
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン

を
作
れ
な
い
か
」
そ
ん
な
思
い
と
同
時
に

ど
う
せ
や
る
な
ら
他
の
ラ
ー
メ
ン
店
も
協

力
し
て
も
ら
っ
て
、
本
枯
節
を
使
っ
た
ラ

ー
メ
ン
で
一
緒
に
指
宿
を
盛
り
上
げ
ら
れ

な
い
か
と
も
考
え
ま
し
た
。

　

私
は
山
川
水
産
加
工
業
協
同
組
合
や
同

業
者
の
皆
さ
ん
ら
に
自
分
の
思
い
を
語
り

協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
多
数
の
賛
同
を
い
た
だ
き
、

か
つ
お
節
ラ
ー
メ
ン
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
店
舗
で
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
つ
い
に
「
勝
武
士
ラ
ー
メ
ン
」
の
完

成
に
至
り
ま
し
た
。

　

勝
武
士
ラ
ー
メ
ン
は
、
指
宿
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
山
川
産
の
本
枯
節
を
か
け
る
ス

タ
イ
ル
の
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

　

温
た
ま
ら
ん
丼
に
続
く
ご
当
地
グ
ル
メ

と
し
て
、
勝
武
士
ラ
ー
メ
ン
を
全
国
に
デ

ビ
ュ
ー
さ
せ
る
事
が
夢
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
地
元
に
愛
さ
れ
る
ラ
ー
メ
ン
を
作

り
続
け
る
こ
と
。
味
だ
け
で
な
く
店
の
雰

囲
気
や
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
な
ど
、
お
客
様

が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。

　

私
の
店
は
、
父
親
の
代
か
ら
数
え
て
約

40
年
商
売
を
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人

か
ら
の
刺
激
や
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

頑
張
れ
て
い
ま
す
。
今
、
私
に
で
き
る
精

一
杯
の
こ
と
を
や
っ
て
、
指
宿
を
も
っ
と

元
気
に
で
き
る
よ
う
恩
返
し
を
し
た
い
。

　

勝
武
士
ラ
ー
メ
ン
が
、
皆
さ
ん
の
元
気

と
笑
顔
の
源
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

勝
かつ

武
ぶ し

士ラーメンで
指宿を盛り上げていきたい
　山川水産加工業協同組合と市内のラーメン店と協力して、
本枯節をかける新しいスタイルの「勝武士ラーメン」が発売
されました。この「勝武士ラーメン」を企画したかつお節ラ
ーメン実行委員会委員長の伊牟田さんに話を伺いました。

ラ
ー
メ
ン
二
代
目

店
主
　
伊
牟
田
　
圭 

さ
ん
（
田
良
）
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　市内の薬剤師が加盟するＮＰＯ法人指宿薬剤師会
が自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を市へ寄贈しまし
た。３月27日、指宿市薬剤師会会長の関一成さんら
３人が豊留市長を訪れ、市民の生命を守るためにな
ればとＡＥＤ２台を手渡しました。関会長は、「使う
機会がないほうがよいが、もしもの時に誰でも活用
できるよう研修を行い役立ててほしい」と話しまし
た。

　３月16日、市営陸上競技場で今和泉小の６年生ら
約30人が42.195㎞のリレーマラソンに挑戦しました。
200ｍずつ交替で走り、トラック106周をバトンリ
レー。指宿商業高校の生徒や県下一周駅伝指宿チー
ムの選手も併走しエールを送りました。最後の200
ｍは全員で走り感動のゴールを分かち合いました。
目標の世界記録にはとどかなかったものの、２時間
22分40秒で完走した児童らは笑顔でした。

市 民の生命を守るために 絆 を深め、感動を分かち合う
薬剤師会がＡＥＤを寄贈 児童がリレーマラソンに挑戦

ＡＥＤを受け取る豊留市長 卒業を前に仲間たちと最後の思い出に

　大成小では４～６年生の総務委員会のメンバーら
が中心となり、登校する児童や国道を走る車のドラ
イバーに元気よくあいさつ運動を行っています。こ
の取り組みが評価され、３月21日、同小に小さな親
切運動鹿児島県本部から「小さな親切」実行章が贈
られました。鮫島恵子校長は、「子どもたちが自主的
に行っている活動。子どもたちの明るい声と笑顔が、
地域の人たちを元気づけている」と話しました。

　３月26～28日に三重県で行われた全日本中学生ソ
フトテニス大会で、山川中３年の松山雄磨さん（谷
村上）が、シングルスの部で全国優勝しました。シ
ングルスの部は、今大会から初めての正式種目で、
松山さんは、初代王者となります。４月２日、豊留
市長に優勝報告を行った松山さんは、「強い人たちと
プレーできてうれしかった。この経験をチームに伝
え、山川中で全国を目指したい」と話しました。

率 先したあいさつが評価練 習の成果を存分に発揮
「小さな親切」実行章が贈呈ソフトテニス全国大会で優勝

笑顔であいさつを行う子どもたち笑顔で受賞報告を行う松山さん（中央右）

祭壇を前に哀悼の意を捧げる参列者 完成を喜ぶ山川少年消防クラブ

　３月27日、天候の影響で花瀬望比公園から開聞総
合体育館に会場を移し、比島戦没者慰霊祭が行われ
ました。県内外から約1,200人の遺族らが参列し、
太平洋戦争の激戦地フィリピンで戦死した約47万６
千人の冥福を祈りました。式典では顕彰会会長を務
める豊留市長が慰霊のことばを述べ、恒久平和を誓
いました。また各地区の遺族代表らは顕花を行うと
ともに御霊の鎮魂と心の安らぎを念じました。

　３月10日、山川少年消防クラブらが防火を呼びか
ける看板を作製し、山川文化ホールの敷地内に設置
しました。看板には「消すまでは、出ない、行かな
い、離れない」の防火標語とユニークなカツオの絵
が描かれています。またこれまで活動してきた６年
生10人に、消防クラブで学んだことを中学生になっ
ても忘れないでほしいとの思いを込めて、徳留辰人
山川・開聞分遣所長から感謝状が贈られました。

犠 牲者を供養、平和を誓う 地 域に防火を呼びかける
開聞で戦没者慰霊祭 山川少年消防クラブが看板設置

シーズン前に登山者の安全を願う新組合の看板を掛ける豊留市長（左）と山下消防長

　３月17日、かいもん山麓ふれあい公園で「トロコ
ニーデ開聞岳山開き」が行われました。豊留市長を
はじめ市観光協会や開聞岳ガイドクラブ員の代表ら
約30人が参列。山開きに際し安全祈願祭が行われ、
関係者代表らが玉ぐしを捧げ今年１年の安全と繁栄
を願いました。昨年度、開聞岳には２万８千人を超
える登山者が訪れましたが、残念ながら７件の事故
が発生しています。

　４月１日、指宿市と南九州市を管轄する「指宿南
九州消防組合」が誕生し、指宿南九州消防組合消防
本部で発足式が行われました。発足式で約80人の署
員らに、同組合管理者の豊留市長は、「看板の重みは
住民の期待に対する思いでもある。住民の安全と安
心を守るため、一丸となって業務に取り組んでほし
い」とあいさつしました。消防組合の広域化により、
初動体制の強化などが図られます。

登 山シーズン開幕、無事願う住 民に安全・安心を
開聞岳山開きで祈願祭指宿南九州消防組合が発足

※記事内の学年等は全て取材時点のものです。※記事内の学年等は全て取材時点のものです。
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まちの話題

　４月12日、市内の小・中学校、高校などに赴任し
てきた教職員の宣誓式が市民会館であり、40人が新
任地での活躍を誓いました。式では、今林重夫教育
委員長が、「子ども一人ひとりの良さを見つけ、豊か
な心を育んでほしい」と激励。転入者代表が、「保護
者や地域の人と協力して頑張りたい」とあいさつし
ました。また、式後には茶話会が催され、ソラマメ
などの特産品を味わいながら交流を深めました。

子 ども・地域のために頑張ります
赴任教職員が宣誓式

指宿の特産品で歓迎

　森永虎吉さん（野道）が３月25日、松下トキさん（永吉）が３月30日、髙小野フミさん（玉利）が３月31日
に満100歳を迎えました。市と市社会福祉協議会はそれぞれ祝い金と記念品を贈り、長寿を祝いました。
　森永さんは現在、グループホームどりーむ大山で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「若い時
から農業に従事し，体を鍛えたおかげで、何の病気もすることなく丈夫な体になったことでしょうか」（森永さ
んの親族）と話してくれました｡
　松下さんは現在、肥後病院で穏やかに過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「若いころからコツコツと
よく働き、何事も自分の意思を通して生きてきました。どちらかというと朗らかな性格です」（松下さんの親
族）と話してくれました｡
　髙小野さんは現在、千寿園ケアホームで元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ねると、「前向きな性格で
あること、よく食べてよく寝ることでしょうか」（髙小野さんの親族）と話してくれました｡
　３人とも、いつまでも元気で長生きしてください。

い つまでも長生きを
100歳長寿を祝う

森永虎吉さん 松下トキさん

市長に受賞報告に訪れた団員ら

　石川県金沢市で行われた第15回日本太鼓ジュニア
コンクールで、山川ツマベニ少年太鼓が特別賞の石
川県議会議長賞を受賞しました。審査員からは太鼓
を油絵でなく墨絵のように表現しているかのようだ
と高く評価。４月２日、受賞報告に豊留市長を訪れ、
団員らは喜びを伝えました。有馬舞さん（渡瀨）は、
「短大進学のため３月で退団するけど、今までで一
番の演奏ができました」と話してくれました。

北 陸でツマベニたちが舞う
ツマベニ少年太鼓が特別賞受賞

髙小野フミさん
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■
日
時　

５
月
５
日（
日
）８
時
30

分
～
17
時

■
開
放
す
る
施
設　

指
宿
総
合
体

育
館
、
指
宿
テ
ニ
ス
場
、
サ
ン

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
い
ぶ
す
き
、
山

川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ

＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
、
開
聞
総
合
体
育
館

■
対
象
者　

市
内
の
児
童
・
生
徒

お
よ
び
引
率
の
保
護
者

※
照
明
を
使
用
し
た
場
合
は
、
実

費
と
な
り
ま
す
。

※
使
用
者
は
、
必
ず
窓
口
で
受
け

付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　クリーン指宿は、快適で住みやすい
環境をつくるための市民参加による
清掃作業です。皆さんの協力をお願い
します。
■期日　５月12日（日）　※雨天中止
問い合わせ先
　クリーン指宿市民会議事務局
　☎㉒5550

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
総
合
体
育
館

☎
㉒
３
５
１
１

■
日
時　

５
月
12
日（
日
）

○
開
場
11
時

○
開
演
13
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
内
容　

日
本
舞
踊
、
三
味
線
、

大
正
琴
な
ど

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

日
舞
雅
流
雅
会　

　

湯
之
上
ハ
ナ
エ

　

☎
㉒
２
８
５
３

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
指
宿
の
歴
史
を
楽
し
く
学

べ
る
講
座
と
パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗
星

の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

市
民
の
皆
さ
ん
に
、「
指
宿
ま
る

ご
と
博
物
館
」
を
楽
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
歴
史
や
火

山
、
民
俗
な
ど
の
専
門
家
を
招
い

た
講
演
会
（
計
５
回
）
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

１
回
目
の
講
演
は
、
指
宿
の
歴

史
的
偉
人
で
あ
る
浜
崎
太
平
次
に

つ
い
て
、
新
資
料
を
交
え
な
が
ら

紹
介
し
ま
す
。
浜
崎
太
平
次
は
決

し
て
歴
史
の
表
舞
台
に
は
立
つ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
華

や
か
な
歴
史
を
支
え
た
重
要
な
人

物
で
し
た
。
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ぜ
ひ
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
18
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

浜
崎
太
平
次
の
成
し
遂

げ
た
偉
業
に
つ
い
て　

■
講
師　

原
口　

泉
氏
（
鹿
児
島

県
立
図
書
館
館
長
）

■
対
象
者　

一
般

■
参
加
料　

無
料

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
①

パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗
星
と
春
の
星
座

を
見
よ
う
！

今
年
注
目
の
天
文
イ
ベ
ン
ト
の

ひ
と
つ
で
あ
る
パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗

星
の
観
察
会
を
催
し
ま
す
。

ま
た
、
春
の
星
座
物
語
と
星
座

探
し
、
ス
ピ
カ
の
側
で
輝
く
土
星

の
輪
を
観
察
し
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
、
春
の
夜
空
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
25
日（
土
）19
時
30

分
〜
21
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
駐
車
場

■
内
容　

パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗
星
と

土
星
を
天
体
望
遠
鏡
で
観
察
し

ま
す
。
ま
た
、
春
の
夜
空
に
広

が
る
星
座
探
し
も
行
い
ま
す
。

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

１
人
１
０
０
円
（
保

険
料
と
資
料
代
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

こ
ど
も
の
日

市
体
育
施
設
の

無
料
開
放

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

指
宿
芸
能
の
会

芸
能
の
祭
典

催
し

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

のクリーン指宿

23
30

※記事内の学年等は全て取材時点のものです。
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　港の繁栄と航海の安全を祈願して、山川みなと祭りが開催されます。１日は
花火大会があり、夜空と水面に大輪の花を咲かせます。２日は船団パレードや
踊り連による街頭パレード、演芸会など、さまざまな催しでにぎわいます。

期日 ６月１日（土）・２日（日）
山川港水揚げ場およびその周辺

２日の主な催し・時間
○船団パレード　  8：30～ ９：30
○街頭パレード　10：00～
○祝賀演芸会　　12：00～16：00

場所

　

市
弓
道
連
盟
で
は
、
弓
道
経
験

者
を
対
象
に
弓
道
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

■
期
間　

５
月
16
日（
木
）～
７
月

　

25
日（
木
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日

■
時
間　

14
時
～
16
時

■
場
所　

指
宿
弓
道
場

■
対
象　

市
内
居
住
の
社
会
人
で

　

弓
道
経
験
が
あ
る
人

■
用
具　

主
催
者
側
で
準
備
し
ま

す
が
、
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

３
，０
０
０
円

■
申
込
方
法　

期
間
中
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
弓
道
連
盟　

小
村
薦

　

☎
㉒
４
４
４
１

　

市
で
は
、
指
宿
商
業
高
等
学
校

で
勤
務
す
る
学
校
図
書
館
事
務
職

員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

６
月
１
日（
土
）～

平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

※
契
約
更
新
あ
り

■
応
募
資
格　

市
内
居
住
者
で
、

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
○
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
等
）
の
操
作
が
で
き
る

■
勤
務
内
容　

学
校
図
書
館
の
運

営
や
蔵
書
管
理
、
読
書
活
動
に

お
け
る
指
導
や
調
べ
学
習
の
補

助
な
ど

■
勤
務
先　

指
宿
商
業
高
等
学
校

※
勤
務
校
の
異
動
あ
り

■
勤
務
条
件

○
賃
金　

月
額
１
２
４
，０
０
０
円

○
勤
務
日　

月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

○
勤
務
時
間　

８
時
10
分
～
16
時

40
分

○
福
利
厚
生　

社
会
保
険
、
労
働

保
険
、
雇
用
保
険
が
あ
り
ま
す
。

○
年
次
有
給
休
暇　

雇
用
日
か
ら

半
年
後
に
10
日
付
与

■
応
募
方
法

○
市
販
の
履
歴
書
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
最

近
撮
影
（
６
カ
月
以
内
）
し
た

写
真
を
貼
り
、
直
接
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
履
歴
書
は
封
筒
に
入
れ
、
表
に

「
学
校
図
書
館
事
務
職
員
申
込

書
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
資
格
を
証
明
で
き
る
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
業
務
や
読
書
活
動
の
経

験
者
は
、
履
歴
書
の
職
歴
欄
に

詳
細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

５
月
15
日（
水
）

17
時
必
着

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

※
書
類
選
考
合
格
者
に
、
面
接
試

験
の
日
程
等
を
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
３
１
５

　

指
宿
市
岩
本
２
７
４
７

　

指
宿
商
業
高
等
学
校
事
務
係

　

☎
㉕
２
２
０
４

弓
道
教
室
の

参
加
者

　
　■

期
日　

５
月
18
日（
土
）

※
雨
天
決
行

■
集
合　

９
時
ま
で
に
花
瀬
望
比

　

公
園
駐
車
場

■
終
了
時
刻　

12
時
予
定

■
距
離　

約
８
㎞

■
参
加
料
（
保
険
料
等
含
む
）

○
会　

員　

２
０
０
円

○
非
会
員　

３
０
０
円

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

５
月
16
日（
木
）

　

17
時
ま
で

■
そ
の
他　

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

申
し
込
み
先

○
市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

協
会
事
務
局
（
担
当
・
下
吉
）

　

☎
㉒
３
２
５
２

　

一
般
財
団
法
人
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

医
学
研
究
財
団
で
は
、
最
先
端
の

が
ん
治
療
で
あ
る
粒
子
線
治
療
に

つ
い
て
、
県
民
に
広
く
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
「
闘
わ
な
い
が

ん
治
療
」
と
題
し
、
公
開
講
座
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

５
月
19
日（
日
）13
時
30

分
～
16
時
30
分

■
場
所　

宝
山
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島

　

市
山
下
町
５
番
３
号
）

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

○
第
一
部
（
21
世
紀
の
が
ん
先
進

　

医
療
～
陽
子
線
治
療
～
）

・
演
題
「
闘
わ
な
い
が
ん
治
療
・

　

粒
子
線
治
療
」

・
講
師　

菱
川
良
夫
氏
（
メ
デ
ィ

　

ポ
リ
ス
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究

　

セ
ン
タ
ー
長
）　

○
第
二
部
（
ブ
ー
タ
ン
王
国
に
学

　

ぶ
こ
こ
ろ
の
癒
や
し
方
）

・
演
題
「
幸
せ
を
育
む
生
き
方
」

・
講
師　

永
田
良
一
氏
（
一
般
財

　

団
法
人
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研

　

究
財
団
理
事
長
）　

問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

　

医
学
研
究
財
団

　

☎
０
９
９
‐
２
６
３
‐
８
８
８
５

▲魚見岳

●
魚見小

知林ヶ島

砂州

二月田

田口田

宮ヶ浜

指宿

40
㎞

10
㎞

1.5
㎞

バイクコース 1～3往復

折り返しポイント

折り返しポイント

田良岬

●休暇村指宿

休暇村指宿
芝生広場

魚見港

スイムコース

ランコース

●
指宿総合
　体育館

２往復

指
宿
枕
崎
線

●
こころの湯

指宿市営●
野球場

●
ふれあいプラザ

なのはな館

238

23
8

226

至
鹿
児
島
市

至
開
聞
岳

●
指宿税務署

●指宿市役所

●指宿市
観光協会

●指宿白水館

●指宿商工会議所 指宿市営
陸上競技場

指宿総合
体育館

市民会館

※受付は市民会館

GOAL

GOAL

指宿スポーツフェスタ
第27回 指宿トライアスロン大会

　指宿スポーツフェスタ第27回指宿トライアスロン大会が５月18日（土）～19日（日）に開催されます。アスリート
たちの挑戦に、皆さんの声援をお願いします。

問い合わせ先
　指宿スポーツフェスタ第27回指宿トライアスロン大会
　事務局　☎090-5482-3123

期  間 2013
SAT SUN
【土】 【日】

５
月18 19

18日（土）
  13：00～  受付開始（会場は市民会館）
  17：00～  開会式、競技説明会
19日（日）
指宿トライアスロン大会
  ８：00～  スイム受付Ｂ
  ９：00～  トライアスロンＢ（ミニタイプ入門コース）
  10：00～  トライアスロンＡ（オリンピックディスタンス）
  14：00　  競技終了予定時間
  15：00　  表彰式、閉会式
※当日は交通規制を行います。

第８０
回

山川みなと祭り
花火大会

６月１日（土）20：00〜
※雨天順延

募
集

学
校
図
書
館
の

事
務
職
員

出演者・参加者を募集
　演芸会の出演者、踊り連の参加者を募集します。
■申込方法　菜の花商工会本所に設置してある申込用紙に必要事項を

記入の上、ＦＡＸまたは直接持参してください。
■申込締切日　５月17日（金）
※演芸会は、出演枠があるため、調整することがあります。
申し込み・問い合わせ先
　菜の花商工会本所　☎�1141　FAX㉞1143

情 報 掲 示 板 Information

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

公
開
講
座

東
シ
ナ
海
を
望
む

瀬
平
公
園
と
花
瀬

望
比
公
園
ウ
オ
ー
ク
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市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で
は
、
初

心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
を
対
象
に

し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。　

　

ま
た
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

６
月
26
日（
水
）

○
教
室　

18
時
10
分
～

○
大
会　

19
時
30
分
～

■
場
所　

指
宿
い
わ
さ
き
ホ
テ
ル

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
場

■
講
師　

八
代
信
行
プ
ロ
（
サ
ン

ラ
イ
ト
ゾ
ー
ン
所
属
）

■
参
加
料

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室　

５
０
０
円

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
３
ゲ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
，０
０
０
円

■
定
員　

48
人
（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
６
月
21
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

　

担
当
・
堀　

喜
久
雄

　

☎
０
９
０‐４
４
８
９‐９
１
３
５

　

市
は
、
平
成
25
年
度
慰
霊
巡
拝

に
参
加
を
希
望
す
る
遺
族
を
募
集

し
ま
す
。

■
出
発　

８
月
中
旬
以
降

※
訪
問
地
に
よ
っ
て
出
発
時
期
が

　

異
な
り
ま
す
。

■
訪
問
地　

旧
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主

義
共
和
国
連
邦
、
中
華
人
民
共

和
国
東
北
部
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

硫
黄
島
等
旧
主
要
戦
域
な
ど

※
詳
し
い
場
所
は
、
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
で
死
亡
し
た
戦
没
者
の
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
等

※
い
ず
れ
も
過
去
５
年
以
内
に
参

列
し
て
い
な
い
人
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間　

訪
問
地
に
よ
っ
て

申
込
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
申
込
方
法　

申
込
書
（
地
域
福

祉
課
、
山
川
・
開
聞
支
所
市
民

福
祉
課
に
設
置
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
援
護
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
７
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
・

大
会
の
参
加
者

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者

■定員　男女各50人
■参加料　男性　5,000円／女性　4,000円
■参加資格　25歳～45歳までの独身の人
■申込方法　ホームページから申し込んでください。
　http://www.ibusuki-cci.or.jp/ivekiss
■その他
○同姓２人１組で申し込んでください。
○定員に達し次第、締め切ります。
問い合わせ先
　指宿商工会議所青年部
　☎㉒2473

　砂むし会館「砂楽」にマスコット
キャラターが誕生します。砂むしを
イメージさせ、明るく、市民の皆さ
んにも親しみやすいキャラクターの
名前を募集します。

■対象　誰でも応募できます。
■応募方法　はがきに住所、氏名、年齢（学校名・学年）、
　キャラクターの名前（フリガナを付けてください）、ネー
　ミングの理由を記入して応募してください。
■募集締切日　５月31日（金）　※当日消印有効
応募・問い合わせ先
　〒891-0497　指宿市十町2424
　指宿市観光課観光管理係　☎㉒2111（内線322）

情 報 掲 示 板 Information

指宿で街コン男性50人×女性50人
IveKiss

イ ブ キ ッ ス

砂むし会館「砂楽」にマスコットキャラクターが誕生

６月15日【土】19：00〜
JR指宿駅前周辺

ＩｖｅＫｉｓｓとは？　いわゆる「街コン」です。「出会い」
「グルメ」「地域活性化」をテーマにしたイベント。1つ
のお店に数人という規模ではなく、いくつかのお店を貸
し切りにしたスタイル。本気で彼氏や彼女を見つけるも
よし、単に飲み友達を探すのもＯＫ！たくさんのお店を
楽しめるのも魅力となっています。

ぼくに名前をつけて

金
貸
付
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
申
込
書
は
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

■
申
込
締
切
日　

５
月
31
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
畜
産
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
６
）

■
講
座
名　

い
ぶ
よ
う
の
ぞ
み
講

　

座
■
対
象　

一
般

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
材

料
代
は
必
要
）

■
内
容　

陶
芸
（
花
器
等
）・
手
工

芸
（
染
色
等
）・
絵
手
紙

■
日
程　

６
月
13
日（
木
）～

※
第
２
・
４
木
曜
日
（
11
月
は
、

第
１
・
３
木
曜
日
）
18
時
～

■
注
意
事
項　

全
講
座
（
10
回
）

全
て
の
受
講
が
原
則
で
す
。

異
文
化
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者

　

市
で
は
、
中
学
・
高
校
生
を
対

象
と
し
た
「
青
少
年
海
外
派
遣
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
よ
っ
て
、
文
化
・
生

活
習
慣
を
学
び
な
が
ら
、
友
達
づ

く
り
や
自
然
探
訪
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
広
大
な

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
世
界
の
広
さ

を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
す
る

　

中
学
・
高
校
生

■
期
間　

８
月
18
日（
日
）～
29
日

 　
（
木
）

※
現
地
の
受
け
入
れ
状
況
に
よ
っ

て
、
期
間
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
募
集
定
員　

20
人
（
最
小
催
行

人
数
10
人
）

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
派
遣
先　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
市
（
姉
妹

都
市
）

※
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ
ト
ン
グ
ラ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
の
生
徒
宅
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
、
授
業
に
も
参
加
し

ま
す
。

■
参
加
料　

旅
費
・
研
修
費
・
手

数
料
等
が
必
要
で
す
（
別
途
、

市
か
ら
半
額
程
度
の
補
助
金
が

あ
り
ま
す
）。

■
応
募
方
法　

参
加
申
込
書
（
市

内
各
学
校
で
配
布
済
み
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
外
の
学
校
に
通
う
学
生
は
、

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

５
月
15
日（
水
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

　

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
で
は
、
牛
ま
た
は
豚
の
購
入

に
か
か
る
資
金
の
一
部
を
無
利
子

で
貸
し
付
け
る
、
平
成
25
年
度
家

畜
購
入
資
金
の
借
り
入
れ
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

経
営
の
改
善
を
図
ろ

　

う
と
す
る
市
内
の
農
業
従
事
者

で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

○
牛
は
常
時
３
頭
以
上
、
豚
は
常

時
繁
殖
豚
３
頭
以
上
ま
た
は
肥

育
豚
50
頭
以
上
を
飼
養
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
多
頭
化
し
よ

う
と
す
る
農
家

○
耕
地
面
積
10
ａ
以
上
を
有
し
、

家
畜
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
農

家
○
畜
種
を
優
良
家
畜
に
転
換
し
よ

う
と
す
る
農
家

■
貸
付
金
額　

家
畜
の
購
入
金
額

の
７
割
以
内

■
貸
付
金
利　

無
利
子

■
連
帯
保
証
人　

２
人
（
同
一
生

計
で
な
い
、
保
証
能
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人
）

■
償
還
期
間

○
牛　

１
年
据
置
後
４
年
以
内

○
豚　

１
年
据
置
後
３
年
以
内

■
申
込
方
法　

農
政
課
畜
産
係
に

設
置
し
て
あ
る
「
家
畜
購
入
資

■
傷
害
保
険　

任
意

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
３
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

指
宿
養
護
学
校　

担
当
・
福
畠

　

☎
㉓
３
２
１
１

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
の
指
宿

市
新
小
田
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
格　

市
内
に
３
年
以
上
居
住

す
る
人
の
子
弟
で
、
次
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

○
本
市
に
居
住
し
、
高
等
学
校
に

在
学
し
て
い
る
こ
と

○
学
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

○
学
業
お
よ
び
素
行
が
優
秀
、
か

つ
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と

■
支
給
額　

月
額
５
，０
０
０
円

■
募
集
人
員　

10
人

■
申
込
方
法　

在
学
し
て
い
る
学

　

校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
市
外
の
学
校
へ
在
学
し
て
い
る

人
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

６
月
21
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
２
）

指
宿
養
護
学
校

生
涯
学
習
県
民
大
学

新
小
田
奨
学
生

無
利
子
で
貸
し
付
け

家
畜
購
入
資
金
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農
地
に
家
や
農
業
用
倉
庫
を
建

て
る
場
合
、
ま
た
、
相
続
等
に
よ

り
農
地
の
所
有
者
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
や
農
地
の
売
買
、
転
用
、

形
状
変
更
を
行
う
場
合
は
、
申
請

や
届
け
出
が
必
要
で
す
。

「
農
振
法
」
に
基
づ
く
手
続
き

　

国
は
、
総
合
的
な
農
業
振
興
を

図
る
必
要
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て
、

そ
の
地
域
の
整
備
に
関
し
、「
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
農
振
法
）」を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
農
振
法
に
基
づ
き
、
県
が

農
業
振
興
地
域
を
定
め
、
市
は
こ

の
農
業
振
興
地
域
内
に
農
用
地
区

域
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
は
、
守
る
べ
き
農

地
と
し
て
指
定
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
住
宅
や
農
業
用
倉
庫
な
ど
、

農
用
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す
る

場
合
、
区
域
か
ら
の
除
外
や
用
途

変
更
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、
住

宅
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
農

地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に

は
、
お
よ
そ
６
カ
月
を
要
し
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
経
た
後
、
農
業
委

員
会
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
や
提
出
書
類
等
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

「
農
地
法
」
に
基
づ
く
手
続
き

○
農
地
を
耕
作
す
る
目
的
で
所
有

権
や
賃
貸
権
等
の
権
利
移
転
を

行
う
場
合
は
、
農
地
法
第
３
条

の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遺
産
相
続
等
に
よ
り
権

利
取
得
の
場
合
は
、
速
や
か
に

農
業
委
員
会
へ
届
け
出
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
な
ど
農

地
以
外
の
も
の
に
転
用
す
る
場

合
、
ま
た
は
農
地
に
２
ａ
未
満

の
農
業
用
施
設
の
建
設
や
30
㎝

以
上
の
削
土
や
盛
土
に
よ
り
形

状
変
更
を
す
る
場
合
は
、
農
地

法
の
許
可
や
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場

合
、
原
状
回
復
や
罰
則
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
と
提
出
期
限

こ
れ
ま
で
県
知
事
の
許
可
が
必

要
だ
っ
た
農
地
転
用
許
可
等
の

事
務
の
一
部
が
、
権
限
移
譲
に

よ
り
平
成
24
年
４
月
か
ら
農
業

委
員
会
会
長
の
許
可
で
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
等
の

提
出
期
限
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

○
農
振
法
に
基
づ
く
申
請
等

農
政
課
農
政
係
（
い
ぶ
す
き
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
１
）

○
農
地
法
に
基
づ
く
申
請
等

農
業
委
員
会
農
地
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
１
）

　

市
で
は
、
松
く
い
虫
の
航
空
防

除
を
実
施
し
ま
す
。
被
害
や
事
故

等
が
発
生
し
な
い
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
程

※
天
候
に
よ
り
航
空
防
除
予
定
日

時
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
注
意
事
項

○
散
布
当
日
は
、
松
林
内
へ
の
立

ち
入
り
や
海
岸
で
の
釣
り
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。

○
薬
が
車
に
か
か
る
と
、
塗
装
が

変
色
し
た
り
、
剥
げ
た
り
し
ま

す
。
松
林
の
近
く
に
車
を
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ビ
ワ
園
や
養
魚
池
等
は
、
ビ
ニ

ー
ル
等
で
被
覆
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
家
用
で
地
バ
チ
を
飼
っ
て
い

る
人
は
、
被
覆
等
を
し
て
ハ
チ

を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
薬
の
か
か
っ
た
飼
料
等
は
、
１

週
間
程
度
経
過
し
て
か
ら
与
え

て
く
だ
さ
い
。

○
ポ
ン
カ
ン
園
等
は
、
防
除
近
接

日
の
ボ
ル
ド
ー
液
散
布
を
避
け

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

協
力
し
て
く
だ
さ
い

 

松
く
い
虫
の
航
空
防
除

農
地
の
利
用
変
更
は
申
請
や
届
け
出
を

許可を
受ける月

申請書・届け出
提出期限

許可を
受ける月

申請書・届け出
提出期限

６月 ５月31日（金） 11月 10月31日（木）

７月 ６月28日（金） 12月 11月26日（火）

８月 ７月31日（水） １月 12月27日（金）

９月 ８月30日（金） ２月 １月31日（金）

10月 ９月30日（月） ３月 ２月28日（金）

航空防除予定日時 離発着場所 地域 散布予定区域

６月４日（火） 
５：00 ～９：00

かいもん山麓 
ふれあい公園 
（芝生広場）

開聞
○国有林（開聞岳周辺）
○開聞岳山麓一帯、ゴルフ場

周辺、宝台周辺

【無人ヘリ散布】 
５月20日以降

※詳しくは、問い合わせてください。

山川
開聞

○戸ヶ峯、長崎鼻売店周辺〜
川尻海岸に続く松林

○望比公園一帯、入野・物袋
海岸一帯

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

　

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１（
内
線
７
１
９
）

　

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

　

市
で
は
、
荒
廃
し
た
耕
作
放
棄

地
を
引
き
受
け
て
作
物
生
産
を
再

開
す
る
農
業
者
、
農
業
者
組
織
、

農
業
参
入
法
人
等
が
行
う
再
生
作

業
や
土
づ
く
り
、
作
付
け
・
加
工
・

販
売
の
試
行
に
必
要
な
施
設
の
整

備
等
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
支

援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金

■
事
業
内
容　

①
耕
作
放
棄
地
を
再
生
利
用
す
る

活
動
へ
の
支
援

　

荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地
の
再
生

作
業
や
再
生
農
地
へ
の
作
物
の

導
入
、
試
験
販
売
等
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

○
再
生
作
業
（
雑
草
・
雑
木
の
除

去
等
）
お
よ
び
土
づ
く
り
（
肥

料
、
有
機
質
資
材
の
投
入
等
）

・
定
額
支
援　

５
万
円
／
10
ａ

※
重
機
を
用
い
て
行
う
場
合
等
は
、

１
／
２
以
内
等

・
土
づ
く
り　

２・５
万
円
／
10
ａ

　国立病院機構指宿病院は、５月１日から
「指宿医療センター」に病院名称を変更し
ます。これからも医療・看護の質の向上並
びにスタッフの教育に力を入れ、真の地域
中核病院を目指します。
問い合わせ先　
　指宿医療センター　☎0993-22-2231

　

無
登
録
農
薬
の
使
用
や
食
品
へ

の
残
留
農
薬
等
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
、消
費
者
の
食
の
安
全
・

安
心
に
対
す
る
感
心
が
一
段
と
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

農
薬
は
使
用
基
準
に
基
づ
き
、

適
正
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
事

前
に
近
隣
の
住
民
へ
周
知
し
ま

し
ょ
う
。

○
風
の
強
さ
や
向
き
に
注
意
し
、

農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
は
ラ
ベ
ル
や
注
意
書
き
を

よ
く
読
み
、
使
用
回
数
や
倍
率

な
ど
使
用
基
準
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
農
薬
を
使
っ
た
ら
、
必
ず
記
帳

し
ま
し
ょ
う
。

○
土
壌
消
毒
剤
は
安
全
な
使
用
に

努
め
、
完
全
被
覆
し
、
薬
剤
が

漏
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
営
農
振
興
係
（
い
ぶ
す

　

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
３
）

　

平
成
24
年
４
月
以
降
、
新
た
に

森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
人

は
、
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
け
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森

　

林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た

　

人
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
け

　

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

　

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
け

　

出
を
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で

　

す
。

■
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内
に
、

　

取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

　

長
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
方
法　

耕
地
林
務
課
林
務

　

管
理
係
に
設
置
し
て
あ
る
届
出

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
添
付
書
類
と
し
て
、
登
記

　

事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）
ま

　

た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
、

　

権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か

　

る
書
類
の
写
し
、
土
地
の
位
置

　

を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

※
届
出
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
の

再
生
支
援

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策

国立病院機構指宿病院（旧国立病院）は

に名称が変わります
指宿医療センター

お
知
ら
せ

※
２
年
目
に
必
要
な
場
合
の
み

○
営
農
定
着　

２・５
万
円
／
10
ａ

※
再
生
農
地
へ
の
作
物
の
導
入
等

②
施
設
等
の
整
備
へ
の
支
援

　

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
必

要
な
基
盤
整
備
や
農
業
用
機

械
・
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
農
業

体
験
施
設
等
の
整
備
を
支
援
し

ま
す
。

○
施
設
等
の
整
備
へ
の
支
援

・
基
盤
整
備
（
用
排
水
施
設
の
整

備
等
）、
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設
、

集
出
荷
貯
蔵
施
設
、
農
業
体
験

施
設
（
市
民
農
園
等
）、
農
業
用

機
械
・
施
設
等
の
整
備　

１
／

２
以
内
等

・
小
規
模
基
盤
整
備　

２
・
５
万

円
／
10
ａ

③
戦
略
作
物
等
を
栽
培
す
る
活
動

へ
の
支
援

　

土
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業

お
よ
び
農
用
地
区
域
外
（
市
街

化
区
域
は
除
く
）
に
お
け
る
取

り
組
み
も
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
２
）

農
薬
の
適
正
使
用

26広報いぶすき　５月号2013.５　No.89ⅠBUSUKⅠ27
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
は
、
毎
年
５
月
12
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
か
ら
１
週
間
を
活
動
強
化

週
間
と
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
理
解
促
進
と
周
知
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し
た

思
い
や
り
」

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

安
全
・
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
多
く
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
１

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に

応
じ
て
、
適
切
な
関
係
機
関
へ
の

つ
な
ぎ
役
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
支
援
が

必
要
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
を

把
握
し
、
災
害
発
生
時
に
は
安
否

確
認
等
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
と
子
育
て
家
庭
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
乳

幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
を
見
直

し
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
、
市
民

税
課
税
世
帯
の
自
己
負
担
を
廃
止

し
、
保
険
適
用
分
の
医
療
費
を
全

額
助
成
し
ま
す
。　

　

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
全
額

を
助
成
し
ま
す
。

■
実
施
時
期

　

平
成
25
年
６
月
１
日

※
平
成
25
年
６
月
診
療
分
か
ら

■
対
象
者

小
学
校
３
年
修
了
（
９
歳
に
達

「
地
域
社
会
か
ら
子
ど
も
の
虐
待

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」

　

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、

成
長
や
発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
と
き

に
は
尊
い
命
さ
え
奪
わ
れ
て
し
ま

う
痛
ま
し
い
事
件
が
、
全
国
各
地

で
起
き
て
い
ま
す
。

　

「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」
と

思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

○
山
川
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
）

○
開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
３
）

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
）
ま
で
の
乳
幼
児
等

■
支
給
例

　

行
政
相
談
が
、
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ

れ
ば
、
こ
の
機
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

指
宿
地
区

■
期
日　

５
月
16
日（
木
）・
17
日

　
（
金
）

■
時
間　

９
時
～
15
時

■
場
所　
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
担
当　

今
村
新
作　

　
　
　
　

☎
㉓
４
２
８
５

山
川
地
区

■
期
日　

５
月
21
日（
火
）

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
場
所　

徳
光
公
民
館

■
担
当　

田
中
誠
一

　
　
　
　

☎
㉟
２
１
１
０

開
聞
地
区

■
期
日　

５
月
28
日（
火
）～
31
日

　
（
金
）

■
時
間　

12
時
～
15
時

■
場
所　

開
聞
農
業
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー

■
担
当　

村
山
陽
子

　
　
　
　

☎
㉜
４
８
１
４

■
そ
の
他　

今
回
の
改
正
で
は
、

受
給
者
が
特
段
の
手
続
き
を
行

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
医
療
費
の
助
成
を
受

け
る
に
は
、
申
請
を
し
て
受
給

資
格
の
登
録
を
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
受
給
者
登
録
を

し
て
い
な
い
人
（
受
給
資
格
者

証
を
持
っ
て
い
な
い
人
）
は
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

○
山
川
庁
舎
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉞
１
１
１
４

○
開
聞
庁
舎
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係

　

☎
㉜
３
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

　

市
で
は
、
大
字
十
二
町
・
十
町

の
一
部
に
お
い
て
住
居
表
示
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
区
域
は
、
大
牟
礼
一
丁
目

～
五
丁
目
、
湊
一
丁
目
～
四
丁
目
、

湯
の
浜
一
丁
目
～
六
丁
目
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
区
域
内
で
、
建
物
を

新
築
・
改
築
・
取
り
壊
し
を
す
る

際
は
、
住
居
表
示
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
住
居
表
示
と
は

　

住
所
を
表
す
場
合
、
例
え
ば
十

二
町
○
○
○
番
地
の
よ
う
に
、
町

名
と
土
地
の
地
番
を
使
っ
て
表
示

す
る
と
、
地
番
が
入
り
組
ん
で
い

る
地
域
で
は
、
家
の
場
所
が
見
つ

け
に
く
か
っ
た
り
、
郵
便
物
の
誤

配
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
日
常

生
活
に
不
便
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
建
物
の
主
な
出
入

口
を
基
準
と
し
、
住
居
番
号
を
順

番
に
付
け
る
「
住
居
表
示
」
が
導

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
籍
の
表
示
や
住
居
表

示
後
の
戸
籍
は
、
町
名
（
例
・
十

二
町
→
湯
の
浜
○
丁
目
）
だ
け
が

新
た
に
訂
正
さ
れ
、
番
地
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
市
内
へ
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
助
成
対
象
地
域
に

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
Ｉ

タ
ー
ン
者
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
対
象
地
域

山
川
・
開
聞
地
域
、
指
宿
地
域

の
池
田
・
今
和
泉
校
区

■
助
成
対
象
要
件

次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該

当
す
る
世
帯
責
任
者
が
、
転
入

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年

以
内
に
申
請
し
た
場
合
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
に
転
入
し
た
人

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
定
住
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

転
入
し
た
人
で
、
当
該
世
帯
全

員
が
一
度
も
指
宿
市
（
旧
３
市

町
を
含
む
）
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

②
助
成
対
象
地
域
に
床
面
積
50
㎡

以
上
の
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

床
面
積
50
㎡
以
上
の
住
宅
を
購

入
し
た

③
配
偶
者
ま
た
は
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
が
い
る

④
転
入
の
日
に
60
歳
以
下
で
あ
る

※
世
帯
責
任
者
と
は
、
世
帯
の
中

で
主
に
世
帯
の
生
計
を
維
持
し

■
新
築
・
取
り
壊
し
な
ど
は
届
け

出
を

　

建
物
を
新
築
・
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
住
居
番
号
の
新
設
・
廃
止

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
改

築
し
た
場
合
も
、
住
居
番
号
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
速

や
か
に
市
長
公
室
企
画
調
整
係
ま

で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書

の
発
行
を
受
け
た
後
に
、
住
民
異

動
届
な
ど
の
手
続
き
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
建
物・

入
口
の
位
置
が
確
認
で
き
る
図
面

等
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ibusuki.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
企
画
調
整
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

■
助
成
金
額

■
申
請
期
間

　

転
入
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

■
申
請
に
必
要
な
書
類
（
各
１
通
）

○
交
付
申
請
書

○
誓
約
書

○
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の

写
し
（
世
帯
全
員
）

○
建
築
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買

契
約
書

○
建
物
登
記
事
項
証
明
書

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
企
画
調
整
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
２
８
）

身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

拡
充
さ
れ
ま
す

医
療
費
助
成
制
度

Ⅰ
タ
ー
ン
者
の

定
住
促
進
助
成

行
政
相
談
週
間

「
大
牟
礼
・
湊
・
湯
の
浜
」
地
区

　
住
居
表
示
の
申
請
を

改正後 改正前

課 税 世 帯 5,000円
（全額助成） 2,000円

非課税世帯 全額助成

市民税課税世帯の医療費の自己負担（3,000円／月）
を廃止

１カ月の保険診療に係る一部負担金（保険適用分の
医療費）の合計が5,000円のとき

　市営唐船峡そうめん流しは、年中無休
で営業しています。家族や気の合う仲間
同士で出掛けませんか。

※営業時間は、天候等により変更するこ
とがあります。

問い合わせ先
　市営唐船峡そうめん流し　☎㉜2143

■営業時間	 　　　 （営業開始10：00）

１　住宅を購入した場合は、購入価格の２分の１（上記は限度額）です。
２　助成金に千円未満の端数が生じた場合は、端数を切り捨てます。

世帯責任者
助成区分 50歳以下の人 50歳を超え

60歳以下の人
新築した場合 100万円 50万円
建築年数10年以内の
住宅を購入した場合 80万円まで 40万円まで

建築年数10年を超えた
住宅を購入した場合 50万円まで 25万円まで

市営唐船峡そうめん流し

営業時間のご案内

期　　　間 ラストオーダー

５月７日（火）～６月30日（日） 17：00

７月１日（月）～31日（水） 19：00

８月１日（木）～31日（土） 20：00

９月１日（日）～30日（月） 19：00

10月１日（火）～３月31日（月） 17：00
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◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
㉟
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

　
　
　

の
紹
介
し
た
い
場
所
は
、

　
　
　

山
川
の
竹
山
神
社
の
鳥
居

の
近
く
に
植
え
て
あ
る
黄
色
の
小

麦
と
紫
色
の
裸
麦（
ダ
イ
シ
モ
チ
）

で
す
。
開
聞
岳
と
麦
の
色
が
と
て

も
き
れ
い
で
す
。

　

（
59
歳　

ム
ー
ミ
ン
家
パ
パ
）

　
　
　

鮮
や
か
な
黄
色
と
紫
色
の

　
　
　

麦
が
き
れ
い
に
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
５
月
に
は
さ
ら
に
色

づ
い
た
き
れ
い
な
色
を
見
せ
て
く

れ
そ
う
で
す
。

　
　
　

の
前
、
い
ぶ
す
き
検
定
を

　
　
　

受
け
ま
し
た
。
指
宿
に
住

ん
で
い
な
が
ら
ま
だ
知
ら
な
い
場

所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
会
に
、
休
み
の
日
に
は
市

内
散
策
に
出
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
52
歳　

す
ず
ら
ん
）

　
　
　

勢
の
人
が
受
験
し
た
い
ぶ

　
　
　

す
き
検
定
。
い
ぶ
す
き
の

魅
力
を
再
発
見
し
た
受
験
者
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
観
光
客
も
市

民
の
皆
さ
ん
も
楽
し
め
る
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。　
　
　

　
　
　

川
の
外
港
に
ス
イ
カ
を
モ

　
　
　

チ
ー
フ
に
し
た
か
わ
い
い

建
物
が
！
ど
う
や
ら
、
ト
イ
レ
の

よ
う
で
す
ね
。
色
鮮
や
か
で
、
目

を
ひ
き
ま
す
。
で
す
が
、
な
ぜ
ス

イ
カ
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ト

イ
レ
も
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
る
感

じ
な
の
で
、
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
盛
り
上
が
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
29
歳　

さ
ぁ
わ
）

　
　
　

光
ス
イ
カ
を
モ
チ
ー
フ
に
、

　
　
　

平
成
８
年
12
月
に
完
成
し

た
ト
イ
レ
。
横
に
は
、
広
場
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
く
に
は
カ
ツ

オ
漁
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ト
イ
レ

も
あ
り
ま
す
。

桜　
　

が
見
ご
ろ
に
な
っ
て
き
ま

　
　
　

し
た
ね
。
魚
見
岳
や
知
覧

の
方
に
花
見
に
行
き
た
い
な
あ
と

思
う
の
で
す
が
、
毎
年
行
く
頃
に

は
葉
桜
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
か
な

か
合
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の

前
病
院
に
行
っ
た
ら
数
本
の
桜
が

咲
い
て
お
り
、
と
て
も
き
れ
い
で

し
た
。
身
近
で
も
春
を
感
じ
た
１

日
で
し
た
。

　
　
　
　

（
53
歳　

匿
名
希
望
）

　
　
　

年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ

　
　
　

り
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
各

地
の
有
名
な
桜
所
も
す
ば
ら
し
い

で
す
が
、
身
近
な
指
宿
市
の
魚
見

岳
は
絶
対
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

（
61
歳　

茶
位
姫
）

　
　
　

月
15
日
に
発
表
さ
れ
た
桜

　
　
　

の
開
花
宣
言
。
平
年
よ
り

11
日
早
く
観
測
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

お
花
見
は
楽
し
め
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

か
く
な
っ
て
き
た
の
で
、

　
　
　

朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
再

開
。
昨
年
の
台
風
で
消
え
て
い
た

知
林
ヶ
島
の
砂
州
も
出
現
し
、
自

然
の
力
に
感
動
。
田
良
浜
辺
り
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
朝
日
を
拝
み
な

が
ら
元
気
を
も
ら
い
、
１
日
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
57
歳　

ト
ミ
ー
）

　
　
　

の
出
の
時
刻
も
早
く
な
っ

　
　
　

て
き
ま
し
た
。
田
良
浜
周

辺
は
、
景
色
も
よ
く
絶
好
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
ね
。

　
　
　

月
に
地
区
の
総
会
が
開
催

　
　
　

さ
れ
、
公
民
館
に
入
り
き

れ
な
い
ほ
ど
の
住
民
が
集
ま
り
ま

し
た
。
若
い
人
も
い
ま
し
た
が
高

齢
者
が
多
く
、
高
齢
化
社
会
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
特
に
女

性
の
皆
さ
ん
は
元
気
で
、
今
後
の

地
区
の
盛
り
上
げ
役
に
力
を
発
揮

し
て
頂
け
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
65
歳　

彦
星
）

　
　
　

区
の
行
事
は
、
隣
近
所
の

　
　
　

人
た
ち
を
知
れ
る
機
会
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
も

積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
の
絆

を
深
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　

暇
村
指
宿
の
海
側
の
ル
ピ

　
　
　

ナ
ス
の
花
、
春
を
感
じ
る

黄
色
の
花
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
49
歳　

女
性
）

　
　
　

面
に
黄
色
の
ル
ピ
ナ
ス
が

　
　
　

広
が
り
、
花
の
い
い
香
り

も
漂
い
ま
す
。

私

今暖

３休

山桜

こ

徳

３日

地一

黄色が映えるルピナス

紫色をしたダイシモチという品種の小麦

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見を掲載し
ています。

窓はスイカの種をイメージ

色大

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい５月の図書館カレンダー

献本 次の方から献本がありました。
川越  守義さん　 大吉  映子さん　 山下  憲一さん

ともに生き　ともに育つ
ひきこもり支援
山本 耕平（著）
かもがわ出版

 図書館からのお知らせ
子どもの読書週間の取り組み………………………
　指宿市立図書館では、「子どもの読書週間」に次の
取り組みを行っています。
■指宿図書館
○職員おすすめの児童書の展示、ブックリストの作成・配布
○しおりのプレゼント
■山川図書館
○職員おすすめの児童書をPOP付きで紹介
○しおりのプレゼント

第１回図書館講座を開催……………………………
　指宿図書館では、次の日程で図書館講座を開催しま
す。
■日時　5月26日（日） 13：30〜15：00（受付13：15〜）
■場所　指宿図書館２階　視聴覚室
■演題  「大人女子の哲学カフェ」
■コーディネーター　三嶽公子　氏
■対象　16歳以上の女性
■定員　15人
■内容　面白い本やあなたのおすすめの本など、一押

しの本について紹介し合います。本について
話しませんか？

■参加料　無料
■お持ちいただくもの　おすすめの本１冊
※�事前の申し込みが必要です。指宿図書館の窓口か電

話で申し込んでください。

今 月 の お す す め

鉄道なう！
はたらく人たちと車両
キッズ鉄道探検隊（著）
いかだ社

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

※
６
／
１
・
２ 

山
川
み
な
と
祭
り

５
月
の
広
報
ご
よ
み

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

日

行　
事　
な　
ど

1
�

2
木

3
金　
憲
法
記
念
日

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
６
日
）

4
土　
み
ど
り
の
日

5
日　
こ
ど
も
の
日

こ
ど
も
の
日
体
育
施
設
無
料
開
放

6
月　
振
替
休
日

7
火

8
�
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

9
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

10
金

11
土
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

12
日
芸
能
の
祭
典

春
の
ク
リ
ー
ン
指
宿

13
月

14
火
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
日

粗
大
ご
み
収
集（
福
元・町・大
山・利
永
区
）

15
�

16
木
行
政
相
談（
指
宿
地
区
）

17
金

18
土
指
宿
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
第
27
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会（
〜
19
日
）

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

東
シ
ナ
海
を
望
む
瀬
平
公
園
と
花
瀬
望
比
公
園
ウ
オ
ー
ク

19
日
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
公
開
講
座

20
月

21
火
粗
大
ご
み
収
集（
成
川
・
小
川
・
岡
児
ヶ
水
・
浜
児
ヶ
水
区
）

行
政
相
談（
山
川
地
区
）

22
�

23
木
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
の
巡
回
相
談

24
金
い
ぶ
す
き
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
26
日
）

25
土
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
①

26
日
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

27
月

28
火
粗
大
ご
み
収
集（
鰻
・
尾
下
区
）

行
政
相
談（
開
聞
地
区
）（
〜
31
日
）

29
�
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

30
木

31
金

【内容】
　ますます増える「ひきこもり」の若者たち。実際に
経験者や家族の話を取り上げながら、彼らを支援する
にはどうしたらよいのか、課題や専門性について考え
ます。

【内容】
　鉄道の運転士や車掌の仕事、列車や蒸気機関車の
車両や走る仕組など、鉄道について詳しく書かれた
１冊。写真やイラスト入りで車両の装置・記号・色・
定員といった疑問にも答えます。

休館日
えほんのひろば（指宿図書館）………10：30〜11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

こどもの日イベント（指宿・山川図書館）
よるのおはなし会（指宿図書館）……19：30～20：00
演じ手：図書館職員

ふれあい映画会（山川図書館）………14：00～14：40
おはなしのとびら（指宿図書館）……10：30～11：15
演じ手：光明禅寺保育園の先生方

ボランティアおはなし会（山川図書館）……14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

第１回図書館講座（指宿図書館）……13：30〜15：00
コーディネーター：三嶽公子 氏

月曜
火曜

19日
11日

10日
５日

26日

25日

曜
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指
宿
地
域

髙
田　

球き
ゅ
う
じ児　

二
月
田　

哲　

治

麻　

衣

髙
田　

莉り

こ瑚　

二
月
田　

哲　

治

麻　

衣

中
村
心し

ん
の
す
け

之
輔　

二
月
田　

晋　

作

め
ぐ
み

笠
山　

葵あ
お
い衣

※　

玉　

利　

幸　

弘

依　

里

住
吉　

結ゆ

あ愛　

玉　

利　

雄　

介

由　

香

岡
元　

晴は
る
と叶

※　

北
十
町　

敦　

司

佳　

恵

内
薗　

光ひ
か
り里

※　

北
十
町　

芳　

弘

益　

美

中
野　

蓮れ
ん
と音　

南
十
町　

進　

一

ち
づ
る

福
元　

来ら
い
り理　

高
野
原　

隆　

宏

か
お
り

寳
満　

咲さ

き希　

湯
之
里　

竜　

太

智　

美

竹
﨑　

真ま
な
と翔　
大
牟
礼
西　

拓　

也

雅　

代

諏
訪　

杏あ
ず
な愛

※　

潟　

口　

雄　

貴

百
合
香

尾
辻　

望の

あ空　

潟　

山　

四　

郎

　

歩

渡
瀨　

啓け
い
た太

※　

摺
ヶ
浜
南　

祥　

晃

美　

和

中
川
路
允ま

さ
み
ち理　

中
小
路　

竜　

治

ま
ゆ
み

秋
元　

心こ
う
み海　

向　

吉　

裕　

一

直　

美

永
田　

結ゆ

め愛
※　

下　

里　
　

旭　
優
佳
理

吉
元　

彩あ
や
か香　

下　

里　

英　

治

美
佐
子

安
田　

悠ゆ
う
ま真　
摺
ヶ
浜
南　

真　

一

寛　

子

橋
口　

光こ
う
せ
い惺　

上　

西　

哲　

平

理　

紗

冨
山　
　

臨り
ん

※　

池　

崎　

健　

志

智　

美

山
川
地
域

今
村　

春は
る
ひ陽　
東（
福
元
）　

佳　

貴

絵
理
子

西
村　

瑛え
い
と人　

神
方
下　
　

智　
詩　

織

開
聞
地
域

上
村　

世せ

ら頼　

玉　

井　

純　

二

文　

子

竹
畑　

実み

く郁　

川
尻
東　

光　

輝

浩　

子

市
外

田
原　

羽は
の
ん音　

大
阪
市

都
島
区　

義　

弘

真
奈
美

北
風　

遥は
る
ま馬　

兵
庫
県

宝
塚
市　

野　

歩

加
代
子

増
田　

敬け
い
し
ん臣　

兵
庫
県

西
宮
市　

匠
一
郎

美　

穂

川
口　

優ゆ
う
し
ん芯

※　

宮
崎
県

都
城
市　

宗　

洋

瑠　

美

松
山　

希き
あ
ら愛　

鹿
児
島
市　

英　

之

美　

香

指
宿
地
域

福　

岡　

サ
カ
エ　

86　

石　

嶺

吉　

永　

ツ　

ヤ　

76　

仮　

屋

髙　

野　

花　

子　

69　

浜　

西

打　

越　

健　

一　

89　
　

宮

徳　

川　

輝　

久　

75　

南
十
町

岩　

﨑　
　
　

夫　

96　

丈　

六

川　

畑　

久　

雄　

87　

尾　

掛

髙　

﨑　

俊　

晴　

78　

迫　

北

岡　

元　
　
　

聡　

32　

南
迫
田

三　

窪　

辰　

雄　

86　

高
野
原

髙　

田　

タ　

ヤ　

91　

岩
本
中

上　

谷　

ミ
サ
ヱ　

86　

石　

嶺

　

野
田　

弘　

雄　

87　

湯
之
里

鎌　

田　

ユ　

キ　

96　

小　

田

前　

薗　

春　

男　

82　

湯
之
里

井　

上　

喜　

昭　

76　

潟　

口

和　

田　

ク
サ
ヱ　

84　

向　

吉

髙　

杉　

ハ　

ツ　

91　

浜　

東

髙　

田　

義　

昭　

66　
五
郎
ヶ
岡

小　

浦　

末　

雄　

90　

迫　

北

山
川
地
域

上　

薗　

ヨ
シ
エ　

94　
東（
福
元
）

福　

永　

ユ
キ
エ　

92　

前
原
上

西　

田　

チ
エ
子　

78　

大　

石

前　

畠　

比
絽
子　

70	

寺

児　

島　

エ　

イ　

79　

小
川
西

井　

手　

キ
ク
ヱ　

95　

森
松
西

福　

﨑　

一　

幸　

75　

前
原
下

吉　

田　

ト
シ
ヱ　

84　

山　

神

西　

田　

慶　

喜　

65　

成
川
浜

前　

村　

ミ　

ツ　

96　

下　

原

開
聞
地
域

中　

野　

道　

信　

51　

上
野
中

松　

澤　

フ　

ミ　

91　

物　

袋

下　

拂　

キ
ク
エ　

93　

荒　

田

福　

永　

治　

義　

86　

玉　

井

横　

山　

壽　

昭　

75　

川
尻
中

宮　

園　

シ
ツ
エ　

94　

松　

原

物　

袋　

ス
ズ
ヱ　

81　

物　

袋

濵　

田　

己
千
雄　

83　

蛭　

子

市
外

中　

村　

俊　

彦　

89　
南
九
州
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

３
月
31
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

天使の笑顔の君にみん
ないやされています♡

岡元　晴
は る と

叶ちゃん

元気に生まれてきてく
れてありがとう♡♡♡

笠山　葵
あ お い

衣ちゃん

一言 楽しく過ごそう！みんなから愛される女
の子になってね♡

２人のもとに生まれて
きてくれてありがとう

渡瀨　啓
け い た

太ちゃん永田　結
ゆ め

愛ちゃん冨山　　臨
りん

ちゃん

私たち家族の希望の光
になってね♡♡

内薗　光
ひ か り

里ちゃん

お姉ちゃんと仲良く、元気に育ってね!!
諏訪　杏

あ ず な

愛ちゃん・朱
し ゅ な

愛ちゃん

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
20
文
字
以
内
）

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
（
画
像
は
２

Ｍ
Ｂ
以
内
）、郵
送
、
持
参
の
い
ず

れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

−

０
４
９
７

　

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

　

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

　

s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

メ
ガ
バ
イ
ト

　

市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

指
針
に
掲
げ
る
市
民
活
動
が
行
い

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
指

宿
庁
舎
敷
地
内
に
「
共
生
・
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
５

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
協
働
課
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係
が
常
駐

し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
市
民
活
動

を
行
う
団
体
が
サ
ロ
ン
的
に
活
用

で
き
る
場
や
協
働
の
取
り
組
み
の

先
進
事
例
紹
介
、
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
が
、
市
民
活
動
を
行
う
際
の

会
議
室
（
10
人
程
度
）
と
し
て
も

活
用
で
き
ま
す
。

主
な
支
援
活
動

　

市
民
活
動
支
援
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

○
備
品
・
公
用
車
貸
出
事
業

○
市
民
活
動
補
償
制
度

○
共
生
・
協
働
情
報
発
信
交
流
事

業
※
事
業
の
詳
細
は
、
広
報
い
ぶ
す

き
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

シ
リ
ー
ズ
共
生
・
協
働

  

市
民
活
動
を
支
援

　
共
生
・
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

指宿保健センター

市役所指宿庁舎

車庫

中央公民館
社会福祉協議会

共生・協働
支援センター

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

真っすぐ芯のある優し
い子に♡優芯は宝物♡

川口　優
ゆうしん

芯ちゃん

写
真
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

共生・協働支援センター
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ピ
ロ
リ
菌
の
正
式
名
は
「
ヘ
リ
コ

パ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
」
で
す
。
今
年

２
月
22
日
、
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
感
染
胃
炎
に
対
し
て
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
治
療
が
保
険
適
用
に
追
加
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、

早
期
胃
が
ん
に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘

膜
切
除
術
後
胃
な
ど
が
適
用
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
適
用
拡
大
の
最
大
の
目
的

は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
引
き
起
こ
す

萎
縮
性
胃
炎
か
ら
一
部
の
人
が
胃
が

ん
に
な
る
事
の
予
防
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
人
を

10
年
間
調
査
し
た
と
こ
ろ
２
・
９
％

に
胃
が
ん
が
発
生
し
、
感
染
し
て
い

な
い
人
で
は
胃
が
ん
が
発
生
し
な
か

っ
た
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
関
し
て

少
し
勉
強
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

胃
に
は
胃
酸
が
出
て
い
る
た
め
通

常
の
菌
は
死
に
ま
す
が
、
ピ
ロ
リ
菌

は
な
ぜ
生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

そ
れ
は
ピ
ロ
リ
菌
が
特
殊
な
酵
素

を
持
っ
て
お
り
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
発

生
し
て
胃
酸
を
中
和
し
、
身
を
守
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
胃

で
も
平
気
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て

感
染
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

今
の
と
こ
ろ
、
感
染
経
路
は
、
は

っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

幼
少
期
の
胃
酸
分
泌
が
不
完
全
な
時

期
に
口
か
ら
感
染
す
る
の
が
大
部
分

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

き
く
な
っ
て
胃
酸
が
き
ち
ん
と
分
泌

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ピ
ロ
リ
菌

感
染
は
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
は
何
人

ぐ
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
人
の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
数
は

３
，５
０
０
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
50
歳
以
上
の
人
で
感
染

し
て
い
る
割
合
が
高
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
環
境
衛
生
が
整
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
て
い
る
割
合
は
減
少
し
て
お
り
、

若
い
世
代
で
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し

て
い
る
人
は
減
っ
て
い
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

次
に
、
ピ
ロ
リ
菌
が
関
係
す
る
と

い
わ
れ
る
胃
が
ん
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
日
本
で
は
毎
年
５
万
人
が

胃
が
ん
で
死
亡
し
、
毎
年
11
万
人
が

胃
が
ん
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
死
亡
者
数
は
こ
の
40

年
間
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。　

　

ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し
た
ら
そ
の
後

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

若
い
人
で
は
胃
の
病
気
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
50
歳

以
上
で
は
除
菌
し
た
後
も
胃
が
ん
が

い
つ
発
生
す
る
の
か
ま
だ
は
っ
き
り

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
や
は
り

胃
が
ん
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
経
過
観

察
が
必
要
で
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
を
す
る
た
め
に

は
、
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
に
い
る
事
を
は

っ
き
り
確
認
し
、
胃
カ
メ
ラ
で
胃
炎

が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

除
菌
を
希
望
さ
れ
る
人
は
近
く
の

医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター

指宿医師会　生駒　茂

Doctor

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

ピ
ロ
リ
菌
の
こ
と
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